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はじめに
　本稿は「大メコン圏」（Greater Mekong Subregion、以下GMSと略）と
呼ばれる大陸部東南アジア地域の輸送インフラ整備と同地域の経済統合の
状況について、筆者が過去３年ほどの期間に実走しえた部分について報告
する。アジア開発銀行（Asian Development Bank、以下ADBと略）が主導
してきたGMSプログラムの発足当初（2002年）に含まれていた「経済回廊」
構想では、東西、南北、南部の３本が主体だったが、参加各国の経済発展お
よび改革開放とともに回廊構想のルートが増え、複雑化している。本稿では
ADBが202年時点で使用する呼称を踏襲し、以下のとおり、回廊ルートご
とに報告する。なお、小見出しに続くカッコ内の数字は視察日時を示す。
１．東部回廊①：ハノイ−昆明
2．東部回廊②：ハノイ−南寧
３．東部回廊③：ハノイ−防城港
4．南北回廊：昆明−ラオス北西部/ミャンマー東北部−バンコク
5．中央回廊①：ラオス北部−タイ東北部−バンコク圏
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6．中央回廊②：ラオス北部−ラオス縦断−カンボジア縦断
7．東西回廊：ベトナム中部−ラオス南部−タイ中部−ミャンマー沿岸部
8．南部回廊：バンコク−プノンペン−ホーチミン
9．南部沿岸回廊：バンコク−東部臨海地域−シハヌークビル−ベトナム南
端
0．北部回廊：ザガイン管区インド国境−シャン州−昆明−防城港
．西部回廊：ミャンマー沿岸部−ネピドー−ザガイン管区インド国境
1.東部回廊①：ハノイ−昆明
経路　：　昆明−（23号線）−玉渓−江川−（24号線）−通海−建水−（323号線）
−蒙自−（326号線）−河口　・　ラオカイ国境−ラオカイ省−（70号線）−イェン
バイ省　・　フートオ省−（2号線）−ビンフック省−（23号線）−ハノイ
昆明〜建水（2013.4.8）
　午前中に借り上げ乗用車で昆明中心部を出発したが、　昆明と西双版納
（シーサンパンナ）の磨黒を結ぶ昆磨高速（23号）に入るのに１時間ほどか
かった。昆明市内のあちこちで工事中の地下鉄は208年に完工予定だが、そ
れまでは昆明市街は経済発展に伴って交通渋滞は悪化する一方のようだ。た
だし、高速に乗ってしまえば郊外の交通量は少なく、走行速度は速い。昆明
から90㎞ほどの玉溪市から、昆磨高速から玉江高速（玉溪市と江川市を結
ぶ）、江通高速（江川市と通海市を結ぶ）、さらに通建高速（通海と建水を結
ぶ）へと走り継ぐ。途中、高架化している鉄道と何回か交差する。高速道路
は全線にわたって舗装状況が良好。途中の通海でのランチ休憩を除き、約4
時間で建水市街に到着した。平均速度は55㎞/hだが、昆明市街の渋滞が影
響した。
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建水〜河口（2013.4.9）
　出発して0分ほどで建水と蒙自を結ぶ建蒙高速（323号）に乗り、東方向
へ約75㎞走る。蒙自中心部に至る手前の20㎞ほどの地点で「紅河大道」の料
金所を通過する。片道３車線の大通りだが、高速道路ではなく、信号のある
一般道。蒙自が紅河ハニ族イ族自治州の州都（人口は00万人以上）である
ことから、こうしたインフラ整備が進展しているのであろう。紅河大道から、
2年前に完成したという蒙自と河口を結ぶ高速に入り、徐々に起伏が激しく
なり、トンネルが多くなる。河口に至るまでトンネルの数は20ほどあった。
最後の90㎞ほどは、紅河を右手に見ながら走る。蒙自までは交通量がある程
度あったが、蒙自から河口に近づくにつれ交通量は減っていった。
　河口の料金所を過ぎるとすぐに国境検問があり、一時停止させられ、運転
手・同乗者とも身分証明書の提示を求められた。料金所の先に「河口口岸査
験貨場」（ベトナム語の翻訳付き）という標識があり、左手にはベトナム方
向へ荷を運んだ帰りと思われる中国トラックが多数停車していた。そこを通
り過ぎると、7時ごろ、河口市街に出る。市街のメインストリートを紅河に
沿って東方向へ３〜4㎞で国境ゲートに着く。
河口・ラオカイ国境（2013.4.10〜11）
　河口の人口は7万人ほどというが、そのわりに国境近くの商店街の店舗、
レストラン、ホテルやゲストハウスの数が多い。国境を超える人々の中継基
地になっているからであろう。200年に完成したという南溪河（上流から紅
河へ注ぐ）に架かる国境橋の中国側には記念写真屋、みやげ物売り、個人両
替商などがたむろしている。
　中国製品が入った段ボール箱を神輿のように積んだリヤカーが次から次へ
とベトナム側へ入っていく（写真）。夕方にはベトナムの通関施設前でそう
したリヤカーが連なって通関待ちをしている。筆者が見た積荷は幼児用の歩
行訓練器やベビーカーなどであった。通関後に紅河沿いの側道で、これらリ
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ヤカーの荷物が大型トラックに積み替えられている。一方、ベトナム側から
運ばれる大型トラックの荷物が小型トラックやリヤカーに積み替えられて、
中国側へ運ばれる。ベトナムからの積荷は段ボール入りのスイカが多かった。
　国境橋に並行して鉄橋が架かっているが、河口駅（国境のすぐ近く）とラオ
カイ駅（国境から2㎞ほど南）の間を通過できるのは貨物列車だけで、線路周
辺は歩行者の立ち入り禁止となっている。ちなみに、中越国境付近の線路の
レールは３本あり、外側のレールで中国用広軌、内側のレールでベトナム用狭
軌にそれぞれ対応していて、これにより国境通過をスムーズにしている。
　線路と国境橋に挟まれたスペース（300〜400㎡）が「辺民互市区域」と
なっていて、ここが国境国際橋上の互市貿易の拠点だ。中国側からリヤカー
で貨物を運び込む女性たちは入り口右手の辺民互市場管理室で書類チェック
を受けて進入していた。互市貿易がこれだけ盛んなのは、免税措置が得られ
るからであろう。互市貿易以外の一般貿易貨物は後述の第2国境橋を利用し
ているようだ。
　河口国境ゲートから5㎞ほど西に、「北山開発区」の一画と思われる新し
いバスターミナルがある。ターミナルの近くには「中国・越南城」という
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ショッピングセンターが建設中で、他にも真新しい「中国・東盟（アセア
ン）河口国際貿易中心」という建物もあった。これらも北山開発区の一部と
思われる。
　ラオカイ側に渡ると、出入国管理ビルの外側に多数の電動トラムが停
まっていて、中国人団体観光客が大挙して乗り込み、0台ほど連ねて出発
した。男性が多いので、国境ゲートから紅河のちょうど対岸にあるLao Cai 
International Hotel（老街国際酒店）というカジノホテルへのシャトル便で
あろう。国境周辺には個人両替商の女性たちが目立つ。出入国管理ビルの向
かいには新しいホテル兼ショッピングビルが完成している。
　ラオカイ側の紅河の上流を2㎞ほど走ると、造成中の国境貿易経済区と思
われるゾーンに入る。入り口のゲートからしばらく左右は空地だが、200ⅿ
ほど先の左手に広いトラック駐車場がある。中国籍のトラックとベトナム籍
のコンテナ・トレーラーが多数駐車していた。そこからさらに１㎞ほど進む
と左手に新しい展示場ビルがある。さらに数百メートル進むと、広い敷地に
忽然と真新しい国境ゲートと隣接の出入国管理および税関のビルが現われる。
ただし、ビルの中はまだ空っぽの状態で、フル稼働するのはまだこれからの
ようだ。ゲートの先に紅河に架かる第2国境橋がある。トラックがその橋を
渡って河口側へ向かう。現在のところ、河口側のゲートで出入国管理をまと
めて行っているようだ。
ラオカイ〜ハノイ（2013.4.2）
　ラオカイ駅からハノイ行き長距離バスで出発した。ラオカイ省、イェンバ
イ省を通過してフートオ省のドアン・フン郡に到達する70号線は、舗装はさ
れているが、片道１車線で中央線がなく狭いため、大型車がすれ違うのには
細心の注意が必要だ。起伏はあまりないが、山間を縫うようにして進むので
カーブが多い。ラオカイを発車して2時間内に、横転したり、田んぼに落ち
たり、ガードレールに突っ込んだり、３件のトラック事故現場を目撃した。
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　70号線から2号線に入ると、道路は山間を縫うパターンが減り、急カーブ
も減る。片側１車線だが、中央線があり、路肩の幅も広い。ビンフック省に
入ると完全に平野部となり、やがてハノイ校外の都市部になり、片側2車線
となり、沿線に見える工場が多くなる。
　やがてハノイ首都圏に入り23号線のハイウェイに乗るが、交通量も一気に
増える。右手にコマツの工場が見えたあと、キヤノン、ヤマハ、パナソニッ
クと順番に工場が見える。タンロン工業団地だ。タンロン橋を渡り、ハノイ
市郊外のバスターミナルに到着した。
　2号線を代替するノイバイ=ラオカイ・ハイウェイが200年に着工したが
工事が遅れているようだ。現状では昆明・ハノイ間の貨物輸送は河口・ラオ
カイ経由よりも昆明〜南寧〜友誼関〜ハノイというルートが比較優位ではな
いか。バルク貨物であれば昆明から北海などの広西自治区の港湾都市へ出て、
ハイフォン港へ海運を利用するというオプションもある。
昆明・ハノイ間の移動データ（203年4月時点）
国・省 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
雲南省
昆明〜建水 乗用車 約220㎞ 約4時間 55㎞/h
建水〜河口 乗用車 約250㎞ 約３時間 83㎞/h
ベトナム ラオカイ〜ハノイ 公共バス 約340㎞ 約9時間半 36㎞/h
河口・ラオカイ国境の特徴　（203年4月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
中国側からはカジノ
客を含む観光客が多
い。ベトナム側から
は行商人が中心。サ
パやハノイを目指す
第３国人旅行者も多
少いる。
互市貿易が盛ん。第１国
境橋上のリヤカー往来が
激しい。中国側からは野
菜、りんご、プラスチッ
ク製品など、ベトナム側
からはスイカ、コメなど
を輸出。
河口側：新しい出入国管理ビル完
成。その隣に小さい免税店。互市
貿易の専用ゲートあり。
ラオカイ側：出入国管理ビル内に
免税店。ビル隣にホテル兼ショッ
ピングセンター、紅河の対岸にカ
ジノホテルあり。
貨物専用の
第2国境橋
の河口側に
北山開発区、
ラオカイ側
に国境貿易
区造成中。
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2.東部回廊②：ハノイ−南寧
経路　：　ハノイ−バクニン省　・　バクザン省−（　１A号線）−ランソン省−ランソ
ン−ドンダン−ヒューギ　・　友誼関国境−憑祥−（南友高速）−寧明−崇左−南
寧
ハノイ〜ランソン（2013.4.22）
　午前中にハノイ市内のバスターミナルを公共ミニバスで出発。ランソンは
ハノイから北東に約50㎞。チュオンズオン橋を渡り、郊外に出ると片側３
車線の大通りになり、スピードが上がる。鉄道が真横に並行している。有料
道路の料金所を通過してから片側2車線となる。ハノイ市外に出てから30
分ほど走るとバクニン省に入るサインが見える。それと前後して、右手に
VSIP工業団地、そしてすぐあとにTabuchi Electric, Hayakawa Electricと
いう名前を表示している日系工場が見える。
　ハノイから50㎞ほどで片側１車線になる。5号線のハイフォン・ルートに
比べれば、１号線の北上ルートに大きな工業団地は見かけない。バクザン省
バクザン市に入り、「ランソンまで90㎞」の道標あり。またしばらく鉄道が
すぐ真横に並行している。
　ハノイから70㎞ほどの地点から、道路の傷みが目立ち始め、その振動が伝
わる。しかし、交通量はさほどではなく、カーブも少ないので見通しは良く、
追い越しはそれほど危険ではない。ハノイから90㎞ほどの地点から、起伏は
ないが、山間を縫うようなルートになる。１号線の最後の0㎞ほどは道路の
舗装状況は良好で、メインテナンスされている印象。
ランソン〜ドンダン〜ヒューギ国境・タンタイン国境（2013.4.23）
　ランソン省内の中国国境に最も近い町ドンダンはランソン市から3㎞ほど
にある。そのドンダンの町から３㎞ほどの地点にヒューギ・友誼関国境があ
り、ドンダンからもう少し奥の5㎞地点にタンタイン・浦寨国境がある。前
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者は一般貿易および一般渡航者用の国境ゲートで、後者は隣接地域住民に利
用が限られた互市貿易用の国境ゲートである。
　ランソンからドンダンへ向かう道路は広く、スムーズに走行可能。途中に
トレーラーの休憩所が多数あり、盛んな国境貿易を反映している。ランソン
中心部から5〜6㎞ほどに、「諒山（ランソン）国際股份公司」と漢字表記
のある、中国資本と思われる何らかの工場を建設中だった。
　まずヒューギ国境を視察。国境ゲートの300ⅿほど手前に広い敷地の旅行
者センターがある。中国から入ってくる観光客用に、国内各地へのツアーを
アレンジする旅行会社の事務所群、簡易ホテル、レストランなどが集合して
いる。駐車場にはベトナム方向への観光バスや国境ゲートへシャトルする電
動トラムが多数停まっている。
　そこから国境ゲート方向へ00ⅿほど歩くと、身分証明書のチェックポイ
ントがある。さらに00ⅿほど歩くと、「人工装載貨物」用と「机機装載貨
物」用（どちらもベトナム語と併記）の2種類の駐車場があり、後者はク
レーンによる貨物積み替えが可能で、前者は手作業での積み替え用。2007年
に訪問したときはこのような駐車スペースはなく、トラックがゲート前に路
上駐車していたが、物流が増えるとともに、こうした施設が拡充されたのだ
ろう。
　ベトナム側の出入国管理施設は2007年訪問時と同じで質素な建物だが、そ
の向かいにはツアー会社のオフィス兼休憩所ができている。そこには「中国
南寧〜越南河内」と表示した観光バスが停車しており、南寧からハノイまで
の直行便で、中国人乗客が入国審査を終えて出てくるのを待っていた。休憩
所の背後には新しい出入国・税関施設と思われる建物が建設中であった。
　次にタンタイン国境を視察した。ドンダンの町から舗装状況があまりよく
ない田舎道を0㎞ほど走った後、右折して片側2車線の立派な道路に入り4
㎞ほど走ると、行く手にコンテナトレーラーが列をなして進んでいるところ
に出くわした。トレーラーの列はゲートの手前１㎞ほどで右方向にそれて駐
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車場へ至る。駐車場に入りきれないトレーラーが、手前.5㎞くらいは列に
なっていた。直進して正面が賑やかな国境商店街となっていて、突き当りが
互市貿易用の国境ゲートだ。
　ベトナム側国境ゲートの右手には新しい税関施設ビルが建っていた。ゲー
ト付近では、両方向にトレーラーがひっきりなしに流れていく。2007年訪問
時に比べ、往来する車両の数が飛躍的に増加している。ヒューギ国境での一
般正規貿易よりもこちらの互市貿易のほうが物流がはるかに大きい印象。
　国境ゲート手前左側に、2007年訪問時にも見た免税店がある。英語表記は
Lang Son Duty Free Shop、漢字表記は「諒山新漬免税店」。開いていたの
で入ってみると、中はうす暗く、棚はほとんど空で、タバコが少し置いてあ
るだけ。免税措置の得られる互市貿易の国境では、免税店の存在意義はほと
んどないということだろう。
ランソン〜ヒューギ・友誼関国境〜憑祥（2013.4.24）
　午前中にヒューギ国境からベトナムを出国。ベトナムの出入国管理施設の
中に小さい免税店があり、ここでは商品がある程度あり、営業していた。
　ベトナム出国後、歩行者は左手の中国出入国管理ビルへ、バスは中央のト
ンネルへ、トラックやトレーラーは右手の貨物車専用のゲートへ向かう。最
後の貨物車専用ゲートは2007年時にはなかった新しいゲートで、その手前の
スペースにはベトナム側への通関を待つ大型車両が多数停車していた（写
真）。ここ6年の間に物流が増加している。
　出入国あわせて30分未満でスムーズに手続きが完了した。中国へ入国後、
友誼関の門の前の広場に土産物商店群があり、ベトナム人・中国人双方の個
人両替商の女性が数人たむろしている。下り坂をおりて、「友誼美景区」の
ゲートをくぐると、舗装された広い駐車場をホテル・レストラン・商店群が
囲んでいる。2007年訪問時は、盛り土を固めただけの野原に観光バスが１〜
2台停まっていただけだったが、大きく変化していた。
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　友誼関から最も近い市街地の憑祥まで9㎞ほどで、片側2車線の南友（南
寧と友誼関を結ぶ）高速を利用して20分足らずで到着。憑祥市の人口は0.7
万人で、さほど大きくない。
　中国側から浦寨の国境ゲート視察に出た。憑祥から再びタクシーで南友
高速に乗り、5分ほどで友誼関国境から5〜6㎞地点にある「中国−東盟自
由貿易区憑祥物流園区」への出口がある。広いアクセス道路からコンテナ
トラックが数台、高速道路へ向かうのにすれ違った。物流園区付近で再び
「Tan Thanh Co. Ltd」のコンテナトレーラーを多数見たので、この物流園区
までベトナムからの貨物を運んできて、積み替えているのだと推測する。同
物流園区は高速道路にごく近いので利便性が高いと思われる。
　高速道路の友誼関出口の１㎞ほど手前に浦寨出口があり、そこを出ると
工事現場に出くわす。互市貿易の拡大により、トラックやトレーラーの駐
車場が足りないためであろうか、急いで整地しているようだ。そこから３
㎞ほど走ると、「中国−東盟憑祥浦寨・弄紑辺境貿易区」（英文表記はChina-
ASEAN Pingxiang Puzhai・Longhuai Border Trade Zone）という表示の立
派なゲートをくぐる。その先で右折すると、狭い片側１車線の道路に入り、
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上り坂と下り坂を１つずつ経て、国境チェックポイントに至る。すぐその先
が国境商店街、食堂、駐車場などが集積する浦寨の中心地だ。4時ごろで物
流のピーク時間帯なのだろうか、大型トラックやコンテナトレーラーが渋滞
を起こしていて、ゲート手前の駐車場に入りきれず、あぶれている。貨物検
疫場でも、ベトナムから入ってきた検疫待ちのトラックがあぶれていて、列
になって待っている。
　国境ゲートから延びる商店街通りは、外側の広い2本の通りと内側の狭い
３本の通りから成るが、内側の１本が、明らかにそれとわかる赤線地区だっ
た。これだけ激しい物流の拠点だから、ここで寝泊りするトラック運転手た
ちの需要が大きいのであろうと想像する。浦寨は雑然としてフロンティア精
神にあふれる町という印象で、生活臭、青果物の臭い、さらには、放置され
たゴミが路上に散乱していた。
憑祥〜南寧（2013.4.25）
　憑祥から南寧までは約240㎞。憑祥から高速道路に乗ると、すぐに真新し
いトンネルを通過。ただし、この他にトンネルはなかったので、地形は雲南
省と比べると平坦だということがわかる。交通量はさほど多くない。途中の
崇左市付近にも石林景観区があり、ベトナム北部から中国南端のこのあたり
まで、カルスト地形の奇岩群が頻繁にみられるという点で、地形が共通して
いる。行程の後半は完全な平野部になる。南寧郊外の料金所を通過すると片
側2車線から片側３車線に代わり、市街地に入ったためか、制限速度が60㎞
/hに下がった。
　南寧市の人口は約260万人（昆明市は約600万人）で、958年に広西チワン
族自治区の首都として都市開発が始まったため街並みが整然としていて、緑
も多く、今のところ渋滞も深刻ではなさそうで、住みやすそうな印象だ。
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3.東部回廊③：ハノイ−広西チワン族自治区・防城港
経路　：　ハノイ−フンイェン省　・　ハイズオン省−（5号線）−ハイフォン−（8
号線）−クアンニン省−モンカイ　・　東興国境−（322号線）−防城港
ハノイ〜ハイフォン（2013.4.15〜16）
　ハノイから5号線を東方向へ約00㎞のハイフォンへバスで向かう。その
間鉄道が並行して走る。最初の30分ほどは渋滞が激しくスピードが出ない。
5号線は「産業道路」の様相が強く、バスの右側の窓から観察しただけだが、
ハノイ・南寧間の移動データ（203年4月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ベトナム
ハノイ〜ランソン 公共バス 約50㎞ 2時間40分 57㎞/h
ランソン〜ヒューギ バイクタクシー 約6㎞ 25分 40㎞/h
広西自治区
友誼関〜憑祥 タクシー 約9㎞ 8分 63㎞/h
憑祥〜南寧 公共バス 約240㎞ 約３時間 80㎞/h
ヒューギ・友誼関国境の特徴（203年4月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
中国側からは中国人観
光客がまあまあ多い。
ベトナム側からはほと
んどなし。第３国人観
光客は見かけない。
トラック・トレー
ラーの往来まあま
あ多い。中国側か
ら入る車両のほう
が多い。
ヒューギ側：駐車場拡充。新しい出入
国管理ビル建設中。小さい免税店あり。
友誼関側：駐車場拡充。国境が観光地
になっている。新しいホテル、レスト
ラン群あり。
友誼関側に
保税区あり。
憑祥市郊外
に物流園区
あり。
タンタイン・浦寨国境の特徴（203年4月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
両方向とも往来の
中心はトラック運
転手、労働者、行
商人など。観光客
はほとんどいない。
トラック・トレーラーの往来が激
しく、ヒューギ国境よりもはるか
に多い。国境ゲートのどちら側も
駐車場が満杯で溢れ出している。
リヤカーの往来も盛ん。
タンタイン側：国境商店街あ
り。免税店があるが開店休業
状態。
浦寨側：国境商店街、飲食店
街、土産物店街などあり。
浦寨側に
「総合貿
易市場」
あり
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大半のベトナム地場系工場に混じって、日系のプレゼンスは目立つ。撮影で
きただけでもブリヂストン、ブラザー、富士精工、味の素、住友電装など。
漢字の看板がある中国系工場も３〜4軒目撃した。ハノイから60㎞あたりを
過ぎてからは工場風景に対して田園風景が優勢になる。
　ハイフォンまで2㎞地点のあたりから、左手に、バックボ（トンキン）湾
に注ぐカム川が見え始め、そこからはハイフォン郊外に入り、ハノイから2
時間強でファイフォン市内のタムバック・バスターミナルに到着。
　ハノイ市街の渋滞に加え、5号線全線で交通量が多いため、速度は上がら
ない。このため、5号線に並行して新しい高速道路が計画されており、完成
すればハノイ・ハイフォン間を１時間で結び、さらにはハイフォン沖のラッ
クフェン港（建設中）へつなげる予定だという（ジェトロ情報）。
　ハイフォン市内をカム川沿いに歩くと、地元住民用のフェリー乗り場や、
ハロン湾方面への観光船乗り場がある。さらに下流には多数のクレーンが見
えて、貨物を降ろすヤードが続いている。第３ヤードにはハイフォン鉄道駅
から延長された線路が通っており、貨物列車がそのまま入れるのであろう。
ただし、この線路のレールをよく見ると、凹凸が激しく、メインテナンスは
されていない印象だった。
　ハイフォン港もホーチミンのサイゴン港と同様に河川港であるため大型船
が接岸できないという制約がある。そこで現在予定されているのが、ハイ
フォン港沖合を埋め立てて造成されるラックフェン港で、206年末に完成を
目指す同港は水深4メートルとなるため、ハロン湾近くのカイラン港を大幅
にしのぐ0万DWT級の大型船が寄港可能となる予定（ジェトロ情報）。
ハイフォン〜モンカイ
　この区間は新たに視察していないが、2007年にハノイからハロン湾経由で
モンカイを視察した際は総距離36㎞を乗用車で走破するのに7時間以上か
かった。ハロン湾に架かるバイチャイ橋が2006年の援助で完成したおかげ
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で、その対岸のホンガイ市までの道路はスムーズで問題なかったが、ホン
ガイを通過したあたりからモンカイまでの最後の約30㎞は坂道や急カーブ
が多く、穴も多い悪路であった。このルートは工業製品を扱う物流路とし
ては不向きで、中越陸上貨物の多くが友誼関ルートを利用しているという
（ジェトロ情報）。
モンカイ・東興国境（2013.4.8〜29）
　今回は南寧から出発し、広西チワン自治区の沿岸部を経て東興側からアプ
ローチした。東興市内のメインストリートの１つである北侖大道と新華路の
交差点から、新華路をまっすぐ南へ１㎞ほどの突き当りがベトナムとの国
境をなす北侖河沿いの「口岸」（国境）となっている。口岸に近づくにつれ、
「越南特産」を宣伝する土産物店が並び、越境手続きを代行する旅行社もあ
る。新華路の突き当りには、2007 年訪問時には建設中だった車両用スロー
プとその先の出入国管理ビルが完成しており、車両はそのスロープを登って
国境橋へと進めるようになっている。そのスロープへは何台も貨物車両が連
なっている（写真）。歩行者はそのスロープではなく川沿いの「出境」、「入
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境」のそれぞれの階段を利用する。
　北侖河沿いが前回訪問時と比べて大きく変化していた。「国門大酒店」と
いう新しいホテルが建ち、その隣にはショッピンビルができて賑わっている。
2007 年時と比べ物にならないほど中国人観光客の数が増えていて、対岸か
ら来るベトナム人行商人の数も増えている。それに比例して、バイクタク
シーの数も多く、前回見なかった、近距離用の電動トラムタクシーも走って
いる。
　北侖河を利用したボートによる互市貿易も健在だった。中国側の車両用ス
ロープ完成により、輸送モードが車両輸送に転換しそうなものだが、ボート
貿易の健在ぶりの理由は、ボートによる小口貿易は何らかの有利な免税措置
を得られるからだろうと推測する。
　「口岸」から、一時通行証をもつ多数の中国人渡航者に混じり、モンカイ
側へ渡ってみた。ベトナム側の出入国管理ビルの手前に、ハロン湾観光宣伝
の大きい看板に加え、モンカイから7㎞地点に開発中（？）の「海安（Hai 
Yen）工業区」への入居募集の看板があった。ベトナム側ゲート手前には、
新しいMajesticという5つ星ホテルが建っている。
　国境ゲートから北侖河のほとりのモンカイ市場まで、.5㎞ほど歩くと、カ
ロン船着き場には、多数のトラックやトレーラーが駐車し、港湾労働者が次々
とボートへと貨物を運搬していく。ここがベトナム側の互市貿易の拠点だ。
　北侖河を渡った国境沿いの広大な敷地が「Border Belt」という名称で国
境経済区の開発を計画しているようだが、広大な野原が未整地のまま広がっ
ているだけで、まだまだ未開発状態だった。
　東興側に戻り、「互市貿易区」を視察した。「中国海関」という通関ゲー
トの向こうへは行けないので、河岸は見えないが、保税倉庫らしき建物が
数棟見えた。通関ゲート正面に開発計画の説明パネルがあり、それによる
と、「互市貿易区」は 0.㎢（330m 四方相当）の面積に 3.5 億元を投資して
2009 年6月にオープンしたという。以来、互市貿易額は 99%増加し、通常
−6−
貿易との合計の増加率 28%を大きく上回っているという。
防城港〜東興（2013.4.28）
　今回は欽州からバスに乗り、防城港経由で東興まで行った。防城港の沿岸
部から東興までは48㎞。防城港の沿岸部は数キロほど片側３〜4車線の新し
いアスファルト道路で、沿線はコンドミニアムの建設ラッシュの様相だった。
市の港口区の市街地はすっきりした町並み。防城港の湾を渡す大橋を渡ると
き、左手に港湾施設が見え、かなり規模が大きな港湾のよう。沿岸部を過ぎ
ると片側2車線に変わり、路面はアスファルトがかなり傷んでいて補修が必
要な状況に見える。数キロほど、補修・拡幅中の区間があり、片側通行によ
る渋滞が起きていた。東興市街に近づくにつれ、交通量が多くなり、建設中
のコンドミニアム、ホテル、商業施設が目立つ。
　
ハノイ・防城港間の移動データ（203年4月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ベトナム
ハノイ〜ハイフォン 公共バス 約00㎞ 2時間20分 43㎞/h
ハイフォン〜モンカイ 乗用車 約230㎞ 推定5時間半 （42㎞/h）
広西自治区 東興〜防城港 公共バス 約48㎞ 55分 52㎞/h
注：ハイフォン・モンカイ間は2007年時訪問に基づく推定。
モンカイ・東興国境の特徴（203年4月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
中国側から
多数の日帰
り中国人観
光客。ベト
ナム側から
多数の日帰
り行商人。
双方からトラッ
ク・トレーラー
の往来が増加し
ていた。ボート
による互市貿易
も盛ん。
東興側：新しい出入国管理ビルと車両用ス
ロープ完成。免税品コーナーあり。ゲート
近くに商店街、土産物屋、ホテルなど増加。
モンカイ側：ゲート近くに新しいショッピ
ングビル、ホテルなどあり。国境橋の手前
に免税店2軒あり。北侖河を渡ったところ
にカジノホテルあり。
東興側に「互市貿易
区」および「東興辺
境中心」。
モンカイは国境付近
に“BorderBelt”、 近
郊に「海安工業区」。
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4.南北回廊：昆明−ラオス北西部/ミャンマー北東部−バンコク
経路　：　昆明−玉渓−峨山−元江−墨江−普洱−思茅−景洪（一貫して雲南省
内の23号線）
ラオス　・　ルート　：　景洪−（23号線）−勐腊−磨憨　・　ボーテン国境−（3号
線）−ルアンナムタ−（３号線）−ファイサイ　・　チェンコン国境−（74号
線/098号線/73号線）−チェンライ
ミャンマー　・　ルート　：　景洪−（320号線）−打洛　・　マインラー国境−チャイ
ントン−（4号線）−タチレイ　・　メーサイ国境−（１号線）−メーチャン−
チェンライ
チェンライ−（１号線）−パヤオ県−（１号線）−ラムパーン県−（号線）−ウ
タラディット県−ナコンサワン県−（32号線）−バンコク
　これらのルートのうち、昆明・チェンライ間について以下で報告し、チェ
ンライ・バンコク間は省略する。
昆明〜景洪（2012.8.30）
　昆明市郊外の南方面バスターミナルから長距離バスで出発し、トイレ休憩
4回、ランチ休憩１回を含め、8時間少しで景洪（ジンホン）のバスターミ
ナルに着く。片側2車線の高速道路は舗装が新しくスムーズ。途中のパーキ
ングエリア、給水エリア、サービスエリアなどの施設も頻繁に設置されてい
る。標高900mの昆明から山間を縫いながら降りてくるため、20〜30トンネ
ルをくぐった。景洪近くまで来るとゴム園が目立つ。
　景洪市街のメインストリートはすっきりした並木道で、繁華街にはファッ
ション店やカフェなどが並び、2005年に訪れた時と比べて随分垢抜けていた。
ミャンマー産の翡翠や宝石を扱う専門店も多い。家電用品専門店やバイク専
門店が並ぶ通りもあり、日本ブランドのバイクに加えて、中国製の電動バイ
クの販売が目立つ。
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景洪〜勐腊（2012.8.31）
　午前中に、国際バンでバスターミナルを出発。景洪からラオス国境までは
片側１車線の舗装道路で、非常にスムーズ。ただし、かなりの山道で、途中
のバスの中継地点の勐腊（モンラー）に着くまでの約2時半のうちに多数の
トンネルを通過した。とくに３㎞級のトンネルを2つ、.8㎞のトンネルを
2つ抜けた。この区間は2005年の訪問時は一部工事中だったが、大工事だっ
たことがわかる。窓から見える山々の斜面にはゴム園が広がる。
勐腊〜磨憨（2013.11.8）
　勐腊から磨憨までの約50㎞の沿線には、山の斜面のゴム林が増え、低地は
バナナ園が目立つ。勐腊市街を少し過ぎた地点に新しく立派な勐腊客運駅が
できており、その周りがニュータウンになっている。ミャンマー国境方面に
近い孟連や勐海もそうだが、雲南省の国境地帯に近い都市は、ハードインフ
ラを見る限り、発展が著しい。
　この区間は2005年訪問時はあちこち工事中でスローダウンさせられたが、
今は舗装・拡幅・トンネル工事が完了しスおおむねムーズだ。ただし、高架
部分の道路のつなぎ目が傷み始めていて、その周りをコーンで囲んで部分的
に通行止めにしている箇所が見られた。この区間の道路は2007〜８　年に完成
したはずだから、わずか5年ほどで早くも補修が必要となり始めたというこ
とか。
磨憨・ボーテン国境〜ルアンナムタ（2013.11.18）
　国境ゲートの手前１㎞ほどにあるバスターミナルから国境ゲートまでの導
入路はきれいに舗装されていて、左右に商店が並んでいるのだが、国境ゲー
トに近づくにつれてシャッターが下りていたり、テナントが空になっていた
りする店舗が増える。国境地帯にはこれといった産業があるわけでもなく、
国境を通過する観光客や物流関係者のみを対象にするにしては、商店街の規
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模が大きすぎる印象だ。20年にボーテン側のカジノビジネスが閉鎖に追い
込まれ（後述）、カジノ客がいなくなってしまったのが大きく影響している
ようだ。
　中国の出入国管理ビルからスムーズに出国し、出口に控えていた電動カー
ト（運賃３元）を利用してラオス側ゲートまでの１㎞ほどの距離を進む。以
前の質素な小屋のような出入国管理施設から200mほど手前に、寺院風のデ
ザインの大きな国境ゲート兼出入国管理ビルが完成している（写真）。
　国境ゲートから延びる道路を数百m歩くとそこがボーテンの町（以下は
202年8月3日視察の状況）。2時間ほど歩いて回ったが、近年の報道で伝
えられた通り、ボーテンはまさにゴーストタウンのようになっていた。黄金
道路（ルアンナムタ通り）と称する通り沿いにあるカジノ、カラオケその他
の商業施設には人の気配がなく、とても静かだった。未完成の建物も多い。
国境からの道路の左手に、ゲームセンターや風俗店らしき施設や建設会社の
事務所（すべて中国語の看板）が並んでいて、そこには中国人の建設労働者
や数少ない商店関係者の人影が見える程度。ボーテンはラオス政府によって
特別経済区（SEZ）に指定されたが、主要な投資はカジノビジネスになって
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しまっていた。報道によれば、カジノで高額の借金を負った中国人観光客が
監禁状態に置かれた事件がきっかけで中国当局がボーテンへの中国人のビ
ザなし渡航を禁止し（同じ措置が後述のミャンマー国境でもとられてきた）、
ルアンナムタ県知事もカジノを禁止した結果、現状に至ったようだ。ボーテ
ンは数年のうちに劇的な衰亡を経験したことになる。
　ボーテンの国境ゲートから、国際バンで再発車。約0分後、国境から4㎞
ほど引っ込んだ地点にある税関ゲートに到着する。税関を流れる貨物車両の
数は前年と比べて増えた印象。税関を抜けた辺りに、未舗装だが広々とした
駐車スペースが整備されていて、トラックやトレーラーが何台か停まってい
る。フェイサイ（ラオス）・チェンコーン（タイ）間の第4メコン国際橋が
完成後（203年2月日に開通）にこれからますますラオス・ルートの物流
が増えるであろう。
　国道3N号線はカーブの山道が多い片側１車線だが、路面はスムーズで走
行に問題なし。ただし、中国側との大きな違いは、トンネルが１つもないこ
と。資金力の差なのだろうが、山間をくねくねと急カーブで走行する箇所が
多く、あまりスピードが出せない。
　国境からウドムサイ方面との分岐点ナトゥーイまでが約20㎞、そこから３
号線に入ってルアンナムタの中心までが37㎞。ルアンナムタ県も左右の山の
斜面にゴムのプランテーションが見られる。
　３号線からルアンナムタ中心部へ至るメインストリートの約5㎞が片側2
車線に拡幅され、さらに約３㎞を拡幅工事中。以前はなかった信号も１か所
できている。沿線にはルアンナムタ空港の新ターミナルが見える。ラオス航
空がビエンチャンとの間に１日１便運行している。2005年に訪問した時は使
用中断状態でターミナルは木製の小屋、滑走路は雑草に埋もれていた。ルア
ンナムタの町の中心部から３号線方向に、中国人用のゲストハウスが急増し
ている印象だった。
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ルアンナムタ〜ファイサイ（2012.9.1）
　３号線沿いのバスターミナルから小型バスで出発。典型的なローカルバス
で乗客と貨物が一緒を詰め込み、１時間ほどかけて満載になってから発車し
た。車内の通路には中国製インスタントラーメン、ベトナム産乾物袋などが
あふれる。
　ファイサイまでの全行程、舗装が破たんしている箇所はとくに見当たらず
走行には問題なかった。2005年の訪問時は標高が最も高い中間点のヴィエン
ポカで１泊したが、今回は気付かないうちにヴィエンポカで休憩もなく通り
過ぎていた。ただし、山間を縫ってくねくねと走るので、吐く乗客もいた。
　トンネルは皆無で、急こう配・急カーブの連続する部分が多い。トイレ休
憩は山道の路上で１回だけで、実質的に３時間半でファイサイのバスターミ
ナルに着いた。３号線の舗装完成前と比べ、走行時間は半分以下に短縮され
ている。
　
ファイサイ・チェンコン国境（2012.9.2〜３、2014.1.16〜17）
　ファイサイの町は古くから対岸のタイ・チェンコンへの越境地点で、メコ
ン川を渡す貨物用のフェリーと旅客用小型ボートの船着き場がそれぞれある。
しかし、そこからメコン川下流方向の0㎞ほどの地点に、タイ・中国が折半
で援助した第4メコン国際橋が203年2月に開通し（写真）、渡し船を利用
できるのはタイ人とラオス人のみとなった。おかげで、橋の開通後はそちら
を往来する観光客の姿が目立つ。ファイサイ市街から乗り合い車両で20分ほ
どで国境ゲートに着く。ラオス出国審査のあと、シャトルバスで対岸のチェ
ンコーン国境まで移動する。ゲート手前で左側通行と右側通行がクロスする
部分がある。筆者が経験した出入国審査はどちらもスムーズで、開通１カ月
後でもスムーズに運用されている印象だった。
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ゴールデントライアングル国境（2012.9.3、2014.1.20〜21）
　ファイサイからメコン川の上流約60㎞にGolden Triangle SEZ（中国語名
は「金三角経済特区」）がある。タイ側の観光ポイントとなっている「ゴー
ルデントライアングル」（正式にはSop Ruak村で、チェンセンから北へ9㎞、
メーサイから東へ28㎞の地点）のちょうど対岸に位置する。ファイサイから
陸路でアプローチしたときは、道路は起伏とカーブがあるが、全行程舗装さ
れていてスムーズに走行できた。最初の40㎞ほどはラオス政府による建設で、
残りの20㎞は中国資本がここ数年で整備したという。この特区の中心にあ
るのが、中国資本によるKings Romanというカジノで、ボーテン経由で中
国のツアーバスや自家用車がほぼ毎日やってくるという（地元ガイド）。カ
ジノの手前2㎞ほどの地点に、同じく中国資本により開発されたというDon 
Xao村という土産物村がある。もともとはメコン川の中州の島だったが、ラ
オス側に土砂を埋めて陸続きにアクセスできるようになっている。
　タイ側の船着き場には簡易の出入国管理事務所ができており（写真）、ラ
オスの対岸のみへの渡航であれば、第三国人でも、Kings Romanが運行す
るシャトルボートに乗って対岸の金三角経済特区の船着き場を往復できる。
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船着き場から上述の土産物村までの河岸4キロほどが長い遊歩道となってい
る。将来的にこの地点を正式な国際国境に格上げする計画があるという（地
元ガイド）。
チェンコーン〜チェンライ（2014.1.17,1.20）
　第4メコン国際橋のチェンコーン側ゲートから真新しいアクセス道路を5
〜6㎞走ると020号線に突き当り、左折するとチェンライ方面、右折すると
チェンコーン方面。数キロほどで74号線を北西方向へ右折。片側１車線で
ややカーブは多いが起伏はほとんどなく、路面はきわめて良好。交通量も
少ないので追い越しも比較的簡単。その後、52号線、326号線、75線、
233号線と順番に走り継いで、チェンライ市街へ至る。ほぼ全線にわたり、
片側１車線だが、路面の舗装状況は良好で、高速走行が可能である。
　以上、南北回廊のラオス・ルートのあと、メーサイからミャンマー・ルー
トを辿った。
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メーサイ・タチレイ国境（2014.1.21〜23）
　メーサイは国境ゲートから延びる道路沿いに発展した町で、ミャンマーと
の国境をなすサーイ川に架かる第１メーサイ橋を往来する人々の流れが盛ん。
行商、出稼ぎ労働、買い物など、一時パスをもつタイ人、ミャンマー人とも、
毎日、終日流れが絶えない（写真）。橋の途中から外へ乗り越えてメーサイ側
へ不法に出入りする少年や若者を見かけた。乾期にはサーイ川の水位が下が
り、第１メーサイ橋の上流１㎞ほどの地点で歩いて渡れそうなのを確認した。
　タチレイ側の第１メーサイ橋のたもとには商店街と露店市場があり、ここ
にはタイ製品と中国製品があふれる。とくに、中国製の偽物ブランドバッグ、
ブランド衣類、海賊版DVDが多く、これらを目当てにタイ人観光客が橋を
渡って来るようだ。
　タチレイ市内を東西に走るボージョーアウンサン通りを見る限り、タチレ
イ市街はメーサイ側と遜色ない経済規模のようだ。建物はメーサイ側より概
ね古いが、人々の活気はこちらのほうがあるかもしれない。ガイド氏によれ
ば、タチレイ市内にカジノ施設は4軒あるという。カジノ経済の波及効果が
あるのかもしれない。
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　第１メーサイ橋からサーイ川下流約３㎞地点に車両通行専用の第2メー
サイ橋がある。メーサイ側からは「Maesai Customs House」と刻んだ国境
ゲートの向こうへは進めず、そこからここから300〜400m先にイミグレ施設
がある。20分ほど観察している間に目撃できたのはタイからはトラックおよ
びダンプカーが３〜4台、バンが5台、乗用車が2〜３台、バイクが１台と
いうところだった。一方、ミャンマーからはトラック2台だけだった。翌日
タチレイ側に渡り、5分ほど観察した結果、タイ側から入ってくる車両はト
ラック5台、バン１台で、ミャンマー側から出ていく車両がトラック2台、
バン2台といったところだ。物流がややまばらで、タイ側の「出超」という
印象だ（メーサイ税関のデータでもそのことは確認できる）。
タチレイ〜チャイントン（2012.9.5）
　第１メーサイ橋から東へ約2㎞地点にあるバスターミナルから公共バスで
出発。駐車しているのはすべて日本の中古バスで、「両備バス」、「名阪近鉄
バス」、「越後交通」といった名前が見られた。筆者が乗ったのは「両備バ
ス」だった。
　タチレイからチャイントンまで62㎞で、その大半が山道で坂道とカーブ
が多い。しかも、未舗装の箇所や舗装が痛んで穴が多い箇所が多く、頻繁な
スローダウンが避けられない。途中すれ違った車両は大半がトラックで、中
国の「力帆」製、現代自動車製、また古色蒼然たる日本製など5台ほどとす
れ違った。途中に料金所とチェックポイントがそれぞれ３か所ずつある。最
後のチャイントンの手前25㎞地点にあるチェックポイントには警察、出入国
管理、税関、麻薬取締局がすべて同居している。
　チャイントンは小さな湖を中心になだらかな丘陵地帯に広がる、落ち着い
た雰囲気のなかなか風光明媚な町だ。ただし、早朝、メインストリート沿い
の中央市場を覗くと、ここだけは市民が全員集合したのではないかと思うぐ
らい混雑しいていた。地元のシャン族の人々に混じって他の少数民族の行商
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人も出てきている。
チャイントン〜マインラー（2012.9.6〜７）
　チャイントンから先は公共の輸送手段がないため、ガイド氏に借り上げ車
両を手配してもらった。地元の知り合いと思われる商店の主人が自ら運転手
となり、店のバンを用意してきた。
　チャイントンからマインラーまでは約00㎞。最後の40㎞ほどはミャン
マー政府の管轄が及ばない、東シャン州軍が統治する第4特区に入る。山道
に入る手前の約20㎞の区間は未舗装で穴だらけの悪路。山道に入ると、その
前の区間よりましだが、舗装が痛み始めて穴が開いている箇所が多い。
　途中のチェックポイントが３か所ある。すべてのチェックポイントで、ド
ライバーを除く乗客全員が車を降り、路面に引いている2本の赤線を徒歩で
通過するという儀式が要求される。難所の山道を降りてきて、第３の70㎞地
点のチェックポイントのあたりから第4特別区の車両を示す「SR−4」が頭
につくナンバープレートが目立つ。
　マインラーの手前6㎞地点のモンマー村に、忽然とコンクリート製の建物
の集団が現れる。ボーテンと同様の事情で、2005年に中国当局がカジノ客を
制限し、マインラーのカジノ一掃を要求した結果、マインラーから追いやら
れたカジノが「避難」してきたのがこのカジノ村だ。0軒ほど平屋建てのカ
ジノがある。昼のランチ時だったが、中を覗くとどこも非常に賑わっていた。
客もディーラーもスタッフもすべて中国人で、賭ける通貨も人民元だ。
　カジノ村からマインラー国境までの道路状況は、そこまでの道路と比べ、
格段に良く、セダンやボックス型のこぎれいな乗用車と多数うすれ違う。国
境からカジノへのシャトル便なのであろう。
　マインラーの丘の上に建つパゴダの最上階まで上ると360度マインラーの
街が見渡せ、地形がよくわかる。北側には、ミャンマーと中国両方の国境
ゲートがはっきりと見える（写真）。マインラー側の国境ゲートから20分ほ
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ど観察する間に見かけた商用車は、中国製バイクを積んだトラックと、ス
クールバスの2台だけだった。
　第三国人はこの国境を越えられないので、中国側の国境は雲南省からアプ
ローチした。
景洪〜打洛（2013.11.16）
　マインラー視察の１年余り後、景洪の西双版納（シーサンパンナ）バス
ターミナルからマイクロバスで出発し、国道24号線を西へ走る。片側１車
線で、起伏とカーブが結構あるが、舗装はスムーズ。勐海という町を経由し、
その郊外にある分岐点から省道320号線に入り、南へ進む。国道よりは狭い
が、路面はスムーズで、交通量も少ないので順調に走行。カーブの山道と平
坦な直線道を交互に走り、沿線には多数のバナナ園を見ながら、約2時間半
後に打洛客運駅（ターミナル）に到着。そこから国境ゲートまでさらに2㎞
あるので、バイクタクシーに乗る。打洛の町の中心を通り過ぎ、小さい橋を
渡り、片側１車線ののんびりした道路から、右折して片側2車線の広い道路
に出る。
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　打洛の町からは国境ゲート付近はやや孤立している印象。国境ゲートから
ほんの200mほどだけが、ビルマ産翡翠店、免税店、露店商店などが並んで
いて、そこから離れるとバナナ園が広がる。
　国境ゲートを通過する人達は、見たところほとんどが中国人観光客だった。
中国人ガイドが、団体客をミャンマー側へ連れて行き、連れて帰っているよ
うだ。彼らの何割かはカジノ村へ行っているのではないかと推測する。時折
ミャンマー側から小型電動３輪トラックを運転して入ってくる女性たちだけ
がミャンマー人のようだ。
　中国側から運ばれる大型トラックの積荷は砂利などの建設資材が多いよう
だ。バイクや軽トラックの積荷は中国製雑貨類のよう。物流は圧倒的に中国
側からミャンマー側へ向かっている。
昆明・バンコク間（ラオス・ルート）の移動データ
（202年8月〜204年１月時点）
国・省 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
雲南省
昆明〜景洪 公共バス 523㎞ 約7時間半 70㎞/h
景洪〜勐腊 公共バン 76㎞ 約2時間半 70㎞/h
勐腊〜磨憨 公共バン 53㎞ 約50分 67㎞/h
ラオス
ボーテン〜ルアンナムタ 公共バス 57㎞ １時間20分 43㎞/h
ルアンナムタ〜ファイサーイ 公共バス 92㎞ 約３時間半 55㎞/h
タイ
チェンコーン〜チェンライ ミニバス 35㎞ １時間50分 73㎞/h
チェンライ〜バンコク 公共バス 785㎞ 約0時間 79㎞/h
昆明・バンコク間（ミャンマー・ルート）の移動データ（202年9月時点）
国・省 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
雲南省
昆明〜景洪 同上
景洪〜打洛 公共バス 約32㎞ 約2時間半 5㎞/h
ミャン
マー
マインラー〜チャイントン 借上げバン 約00㎞ 約３時間半 29㎞/h
チャイントン〜タチレイ 公共バス 62㎞ 約4時間半 36㎞/h
タイ
メーサイ〜チェンライ 公共バス 約80㎞ 約１時間半 53㎞/h
チェンライ〜バンコク 同上
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打洛・マインラー国境の特徴（203年月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
中国側からカジノ
へ向かうシャトル
便が多数。ミャン
マー側からの流れ
は行商人程度。
トラックは中国側
からの流れがある
程度あり。ミャン
マー側からの流れ
はほとんどない。
打洛側：ゲート付近に土産物屋、免税店、露
天商店など。打洛の町はゲートから2㎞離れ
ている。
マインラー側：国境ゲートからそのまま市街
が広がる。カジノは国境から6㎞地点に移転。
特に確認
できず。
その他移動データ（203年月時点）
国・省 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
雲南省
昆明〜普洱 公共バス 529㎞ 5時間50分 9㎞/h
普洱〜孟連 公共バス 230㎞ 約5時間 46㎞/h
孟連〜勐阿国境ゲート 公共バス 5㎞ 約１時間 5㎞/h
孟連〜景洪 公共バス 約200㎞ 約6時間 33㎞/h
注：勐阿国境ゲートはミャンマーのワ州自治区Pangkhamに対応する。
磨憨・ボーテン国境の特徴（203年月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
景洪発の国際バス
が往来。中国から
のビジネス・観光
客が主体。
双方からの貨物
車両の流れが増
加中。少額貿易
の往来は見られ
ない。
磨憨側：国境ゲートの延長上に商店街、銀
行などあり。
ボーテン側：新しい出入国管理施設が完
成。国境ゲートと町の中間にSEZ事務所
棟。税関ビルは国境ゲートから4㎞の地点。
ボーテンSEZ
がカジノ撤退
後の再生を模
索中。
ファイサイ・チェンコン国境の特徴（204年１月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
外国人旅行者の
往来が盛ん。一
時通行証をもつ
タイ人・ラオス
人も渡し船で往
来。
雨期には貨物用フェ
リーの往来が盛ん。
ただし、第4メコン
国際橋へ物流が転換
する見込み。渡し船
での少額貿易も多少
見られる。
ファイサイ側：国境船着き場
（第4メコン橋から0㎞）が町
の中心。第4メコン橋の近くに
カジノ建設中。
チェンコーン側：国境船着き場
から１㎞以内（第4メコン橋か
ら0㎞）が町の中心。
ファイサイ側：メコン
川の60㎞上流、タイの
ゴールデントライング
ルの対岸にカジノを含
む「金三角経済特区」
あり。
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5.中央回廊①：ラオス北部−タイ東北部−バンコク圏
経路：ボーテン−ウドムサイ−ルアンパバーン−（以上3号線）−ビエンチャ
ン−タナレーン−第１メコン国際橋−ウドンタニ−コーンケン−（以上2号
線）−ナコーンラチャシマ−（304号線）−プラチンブリ県−（304号線/33号
線）−チョンブリ県−サタヒップ
バンコク〜ナコーンラチャシマ〜コーンケン〜ウドンタニ〜ノンカイ
（2013.7.6〜11）
　この回廊の南端はサタヒップだが、今回はバンコクから出発した。バンコ
クから北へ向かい、ドンムアン空港を通過し、アユタヤの手前で北東方向に
折れてサラブリー方向へ進む。沿線には日系の物流倉庫、製造工場、地場の
大手サイアム・セメントの工場や、アグリビジネス大手のCPフーズの工場
が見える。サラブリーで北西方向のロッブリー方面と北東方向のナコーンラ
チャシマ方面への分岐点を通過し、2号線に入る。終始、片側2車線もしく
は３車線、さらには側道付きの広い道路を進んだ。バンコクから離れるに従
い、交通量が減ってスピードが上がった。コーラート高原に向かって登り勾
配となり、スピードが少し落ちた。
　国道2号線はナコーンラチャシマからコーンケンまで一貫して片側2車線。
途中何か所か交差点で信号につかまるが、交通量が比較的少ないのでスムー
ズに走行。アスファルト舗装は新しい部分と古い部分を補修した箇所が交互
タチレイ・メーサイ国境の特徴（204年１月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
第１メーサイ橋は
両側から徒歩によ
る往来が盛ん。第
３国人旅行者も多
少いる。
第2メーサイ橋は
トラックの往来が
まばら。水運の少
額貿易は確認でき
ず。
タチレイ側：ゲートそばに露店
市場と免税店あり。市内にカジ
ノ4軒あり。
メーサイ側：国境ゲートからそ
のまま市街が広がる。
特に確認できず。ただ
し、タチレイの市場は
密輸品と思われる商品
であふれ、事実上の免
税区の様相。
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に現れるが、概ね高速走行が可能。左右は稲作地帯が広がる。
　コーンケン市街の片側３車線から郊外に出てからは2号線が片側2車線と
なる。舗装がやや古く振動が大きくなる。沿線の土地利用は稲作が減り、ト
ウモロコシが多くなる。ゴムやキャッサバの栽培も少し見かける。ナコーン
ラチャシマ・コーンケン間の交通と比べて、トラックの数が多い印象だった。
　ウドンタニからノンカイまでの2号線の約50㎞は舗装状況が良好。ノンカ
イ市街から20㎞地点から国境の警察検問が2回あり、一時停車させられた。
ノンカイ市街から7㎞地点で第１メコン国際橋方向（西方向）との分岐点を
通過し、ノンカイ市街に至る。
　第１メコン国際橋上でノンカイ駅から延びる線路が道路に合流する。そこ
から１㎞ほど南にノンカイの出入国ゲートがあり、そこからさらに南東１㎞
ほどの地点にノンカイ駅がある。こことラオス側のタナレーン駅との間に列
車が１日2往復している（所要時間5分）。
　ノンカイ市街には対岸のラオスと結ぶ船着き場があり、そこが少額貿易の
拠点になっている。出入国管理事務所の裏に、川の土手のスロープに滑り台
が造ってあり、そこから荷物を桟橋まで滑らせている。5時ごろ見に行くと、
忙しそうだった。
ノンカイ・タナレーン国境〜ビエンチャン（2013.7.12）
　ノンカイのバスターミナルから国際バスを利用した。0分以内に2号線と
の合流点を右折し、第１メコン国際橋（写真）のノンカイ国境ゲートに到着。
全員下車し、出国審査ブースに並ぶ。出国審査のレーンが３つあり、一番左
側が一時許可証所持者用で、右側2レーンがパスポート所持者用だ。出国審
査を終え、中立地帯へ侵入して待っているバスに乗り込む。全員出国手続き
を終えて再発車し、メコン川を渡り、5分後くらいにラオス側タナレーン国
境ゲートに到着。再び全員下車し、入国審査ブースに並ぶ。こちらも３レー
ンあるが、パスポートと一時許可証の区別はない。ここで、以前見たことの
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ない、電車の改札口のようなゲートがある。入国審査の前に入境税5バーツ
を払って電子カードを発行するブースがあり、そのカードをかざしてここか
ら出るのだという。203年に入ってから導入されたシステムだと聞く。国際
橋をはさんで出入国は30分未満で終了した。公共バスにしては迅速だ。筆者
以外の乗客はタイ人もしくはラオス人で、日常的に越境している人達のよう
だった。
　タナレーン・ビエンチャン間の道路は片側１車線だが、路肩が広い。この
沿線はちょっとした「産業道路」のような状態で、工場や各種事業所が並ん
でいる。ノンカイ市街のバスターミナルからビエンチャン市街のターラー
ト・サオ（直訳すると「朝市場」）のバスターミナルまで約20㎞で所要時間
は１時間5分と、国境を越えたとは思えないスムーズさで、第１メコン国際
橋を介したタイとラオスの経済はシームレスに結びついている。
ビエンチャン〜バンビエン（2013.7.15）
　ビエンチャン市街から、乗り合いミニバス（5人乗りほどのバン）で出発
した。しばらくは市内西側の抜け道を北上し、小さな工場や倉庫が散見され
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る。5分ほどで国道3号線に出て北上。片側１車線で路肩は狭くはないが、
ビエンチャンの郊外に出るまでは交通量が多く、追い越しが困難。近郊の沿
線にはトラックの各国・各メーカーのディーラーが並ぶ。中国勢と韓国勢が
目立つ。郊外を出ると田園風景となる。2時間ほど経過すると、山道に入り、
急カーブではバンのタイヤのきしむ音が聞こえる。56㎞ほどの距離を３時
間足らずでバンビエンに到着。
　バンビエンの町を歩いて印象に残ったのは韓国人客をターゲットにしたゲ
ストハウスやレストランが目立ったことだ。ビエンチャン在住の韓国人ビジ
ネスマンも多いのだろうが、こうした地方における観光客も韓国人のプレゼ
ンスが大きいようだ。
バンビエン〜ルアンパバーン（2013.7.16）
　この区間もミニバスを利用した。バンビエンの町は盆地状になっていて、
出発してしばらくは平坦な道だったが、牛の群れが道路を占拠してゆっくり
歩いているところに何度も遭遇し、運転手は軽く警笛を鳴らしながら、牛た
ちの動きを読みながら避けて進んだ。20分ほどで山道に入り、路面の痛んだ
箇所もやや多くなる。山道を登るにつれ、スピードが落ちる。
　バンビエンから97㎞、ルアンパバーンまで34㎞の地点で、ルアンパバー
ン方面（3号線）とシェンクワン（ポーンサワン）方面（7号線）の分岐点
にあるプークン（Phou Khoun）の町を通過する。ここが標高約400mでル
アンパバーンとシェンクワンを結ぶルートの間で最も高度が高い地点だ。こ
こまでは上り坂が多いために、相対的に所要時間が長い。この後は概ね下り
坂になり、スピードが上がるが、カーブが多いため、大型トラックやトレー
ラーが前を走っている場合は、追い越しに細心の注意を要する。
　ルアンパバーンまであと22〜23㎞の地点で右手に川が見え、このあたりか
らはおおむね低地帯でカーブが減り、スピードが上がる。
　ルアンパバーン市街から4㎞ほどの地点くらいに、バイパス道路の工事現
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場が見えた。所要時間約5時間半でルアンパバーン市街の南東３㎞ほどに位
置するミニバス・ターミナルに到着。
ルアンパバーン〜ウドムサイ
　ウドムサイ・ルアンパバーン間の区間は今回実走できなかったが、2次情
報によると、休憩を含めてバスで約8時間かかるという。ウドムサイの手
前00㎞ほどは未舗装だという。中央回廊はこの区間が最大の難路のようだ。
ラオス政府は中国の援助（有償資金）を得て、この中央回廊ルートに高速鉄
道を通そうという壮大な計画を推進しようとしているが、そのためにはボー
テン・ビエンチャン間に76カ所のトンネルと54カ所の架橋が必要（ラオス
現地紙報道）というから、これが実現すれば、ラオス北部の国土を大幅に改
造することになるだろう。
　以下ではルアンナムタからウドムサイへ向かった際の様子を報告する。
ボーテン・ルアンナムタ間は上述の南北回廊と重複するのでここでは省略す
る。
ルアンナムタ〜ウドムサイ（2013.11.23）
　ルアンナムタの長距離バスターミナルからぎゅうぎゅう詰めの20人乗り小
型バスで出発した。ナトゥーイの分岐点まで約30㎞、そこからウドムサイま
でが3N号線で8㎞。ナトゥーイまでの区間で３号線のフェイサイ方面へ向
かう5〜20台のコンテナトレーラーもしくは大型トラックとすれ違った。１
年前より物流が増した印象だ。3N号線に入ると、路面はスムーズだが、道
路幅がやや狭くなり、路肩がほとんどない。しかも急カーブの山道が増え、
登り道はスピードが出ない。昆明・万象（ビエンチャン）間を結ぶ大型の国
際バスとすれ違った。これはまさに中央回廊を突っ切るバスだ。昆明からビ
エンチャンまで24〜36時間はかかるのではないかと思う。ウドムサイの市街
へ入ると、「盛昌酒店」、「盛昌家具」、「盛昌超市」という看板が連なって見
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える。前日、ルアンナムタで開店したばかりの盛昌超市というスーパーはこ
こから支店展開したもののようだ。
　ウドムサイのバスターミナルの規模はルアンナムタとほぼ同じだが、発着
するバスの行き先が多様だ。すべてラオ語と中国語が併記。ビエンチャン、
パクベン、ルアンパバーン、ポンサリー、ムアンクアといった北部ラオス各
地に加え、景洪やディエンビエンフーへの国際直行便もある。チケット売り
場の女性は英語が通じる。交通の要衝となり、外国人観光客の往来が激しく
なったためだろう。
バンコク・ボーテン間の移動データ（203年7〜月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
タイ
バンコク〜ナコーンラチャシマ 公共バス 255㎞ 約4時間 64㎞/h
ナコーンラチャシマ〜コーンケン 公共バス 約200㎞ 2時間40分 75㎞/h
コーンケン〜ウドンタニ 公共バス 約20㎞ １時35間分 77㎞/h
ウドンタニ〜ノンカイ 公共バス 約50㎞ 50分 63㎞/h
ラオス
ビエンチャン〜バンビエン ミニバス 56㎞ 2時間45分 57㎞/h
バンビエン〜ルアンパバーン ミニバス 約240㎞ 約5時間30分 44㎞/h
ルアンパバーン〜ウドムサイ 公共バス 90㎞ 約7時間 27㎞/h
ウドウサイ〜ルアンナムタ 公共バス ㎞ 2時間40分 42㎞/h
ルアンナムタ〜ボーテン 公共バス 57㎞ 約１時間 57㎞/h
注：ルアンパバーン・ウドムサイ間は2次情報。
ノンカイ・タナレーン国境の特徴（204年１月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バス
が頻繁に往来。大半が
一時通行証をもつタイ
人とラオス人。鉄道で
も旅客越境可能。
双方向から
トラックが
盛ん。水運
での少額貿
易も盛ん。
ノンカイ側：国境ゲートの延長上
に市街の商業施設が広がる。
タナレーン側：ゲートそばの「ダ
オフアン免税店」は盛況。
タナレーン側にLong
Thanh-Vientiane
SpecificEconomic
Zoneあり。
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6.中央回廊②：ラオス北部−ラオス縦断−カンボジア縦断
経路　：　ボーテン　・　ビエンチャン間は同上−パクサン−タケーク−サワナケー
ト−パクセ（以上ラオス内は一貫して3号線）−ノンノックキャン　・　トラペ
ンリエル国境−（7号線）−ストゥントレン−クラチェ−（73号線/7号線）−
コンポンチャム−（7号線/6号線/6号線/5号線）−プノンペン−（4号線）
−シハヌークビル
　このルートのうち、上述との重複を避け、実走し得たビエンチャン・シ
ハヌークビル間について報告する。また、2つの関連ルートについても報
告する。
ビエンチャン〜パクサン（2013.7.24）
　ビエンチャン郊外にある南方向バスターミナルからボリカムサイ県の県都
パクサンへ向かう。ちなみに同ターミナルからはハノイ、ビン、フエ、ダナ
ン、サイゴン（まだ古い名称を使っている）など、ベトナム各都市への国際
直行便が出ている。
　ラオスにおける南北幹線道路の3号線はビエンチャン郊外ではしばらく片
側2車線だが、郊外を出ると片道１車線となり、中央線がない。この状態が
ずっと続くが、交通量がさほどでもないので、昼間は追い越しが比較的簡単。
沿線の左右は概ね稲作田園地帯で、ときどき右手にメコン川が見える。パク
サンまでの路面状況は概ね良好だった。
　パクサン市街中心部から１㎞足らずのメコン川河岸に、対岸のタイのブン
カン（20年にノンカイ県から分離して新しい県となっている）へフェリー
で渡す船着き場がある。国境施設は簡素だが、出入国管理や検疫の窓口が
揃っている。午前8時半頃、第１便が出航するのを見た。乗客は20人くらい
で、対岸の船着き場には0分ほどで着いた。午前中は30分おき程度で運行し
ているようだ。外国人もこのフェリーを利用して越境できるが、対岸に着い
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てからの交通の便が悪いせいか、外国人の姿は見かけたかった。パクサン・
ブーンカン間にはタイの援助で第5メコン国際橋の建設が計画されている。
パクサン〜ビエンカム（2013.7.25）
　パクサンのバスターミナルから、乗り合いピックアップトラック（ソンテ
ウ）で出発し、再び3号線を南下し、途中で8号線を左折して、ラックサー
オへ向かった。（ラックサーオ方面の視察については東西回廊の部分で後述
する。）パクサン市街を出ると片側2車線から片側１車線に変わる。道は平
たんで舗装状況も良好。ときどき牛やヤギの群れが立ちふさがるので、よけ
ながら進む。
　パクサンから86㎞の地点で東へ折れる8号線との分岐点ビエンカム
（Vieng Kham）に到着。この間の平均時速は52㎞/h程度だが、通常のバス
なら60㎞/h以上出ていたと思う。
　今回の視察ではビエンカムからパクセに至る3号線は実走していないが、
2007年9月に同区間を公共バスで実走した際は、舗装状態は良好で60〜70㎞
で走行できた。現在は路面が多少傷んでいるであろうが、ビエンチャン以外
のラオス国内は全般的に交通量が少ないので、さほど状況は変わっていない
ものと推測する。
　以下では、この回廊を逆方向に、シハヌークビルからカンボジアを北上し、
ラオスのパクセに至った視察について報告する。
シハヌークビル〜プノンペン（2011.5.2）　
　シハヌークビル港と隣接の特別経済区（SEZ）（20年視察時点ではまだ
造成中）を視察した後、乗用車で4号線を東へ進んだ。郊外で右手にアン
コールビール工場、左手に広大なシハヌークビルSEZ２（中国資本による開
発）を通過し、42㎞地点でプノンペン方向へ向かう4号線とカンポット方向
へ向かう３号線の分岐点があるが、そのまま4号線を北進。さらに40㎞ほど
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走ると、今度はコッコン方向へ向かう48号線の分岐点があり、ここもそのま
ま4号線を北東方向へ。ここまでの4号線は片側2車線で、ここから片側１
車線となる。ただし、路肩が十分に広いため走行に支障は少ない。
　さらに50㎞ほどで、小高い峠（標高50m）があり、ここを過ぎると左右
に水田、ゴム園、マンゴー園などの田園風景がしばらく続く。
　プノンペン市街の手前30㎞ほどから4号線沿いには工場が増え始め、とく
に縫製工場が多い。右手にプノンペンSEZ、プノンペン空港と続いて通過し、
最後の0㎞ほどは市街の渋滞に入り、スピードが落ちた。
プノンペン〜コンポンチャム（2013.6.17）
　プノンペンの中央マーケットのそばのバスターミナルから出発。発車して
すぐに市街の渋滞につかまり、なかなか進まない。プノンペン郊外に出てス
ピードが上がり始めるのに50分ほどかかった。バスは最初の30㎞ほどトンレ
サップ川の西側を南北に走る5号線を北上したあと、20年３月に中国の援
助で完成したプレクダム橋を東へ渡り、これも中国の援助でアップグレード
された6号線に入り東へ進む。片側１車線だが、舗装が新しく路肩も広いの
で走行はスムーズ。6号線が終了する地点で6号線に入り北上する。ここか
らは、道路の傷みがはげしく、補修箇所が多くみられる。シエムリアプ方向
への幹線道路なので、痛むのが早いのであろう。この区間は大規模な拡幅工
事をしているところだった。
　プノンペンから約80㎞地点で6号線と7号線の分岐点にあたるスクゥン
（Skuon）の町を通過。6号線は北方向、7号線は東方向へ進むが、バスは
7号線に入る。この分岐点からコンポンチャムまでの50㎞ほどは日本の無償
援助で990年代に完成した道路で、片側１車線だが、舗装の痛みはほとんど
なく、スムーズに走行できた。
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コンポンチャム〜クラチェ〜バンルン（2013.6.18）
　コンポンチャムのバス停を出発して7号線に戻り、5分後にメコン川を東
へ渡す「キズナ橋」（日本の無償援助で999年に完成）を渡る。その後も舗
装の痛みはあまりなく、路肩が広いので追い越しも問題ない。左右は稲作の
田園風景。
　コンポンチャムから35㎞ほどの地点で7号線から分岐している73号線に入
り北上する。7号線を東方向へそのまま直進すると、ベトナム国境沿いを北
上し、いずれはクラチェに至るが、73号線を利用する場合に比べ、2倍ほど
の距離がある遠回りとなる。
　73号線は片側１車線で路肩が狭く、追い越しは困難だが、交通量は少ない。
路面は傷んでいる箇所を補修した跡が多い。73号線はクラチェの手前25㎞地
点のChhuloungという町でメコン川に突き当たるが、その手前の0㎞ほど
はやや起伏がありカーブが多い。
　メコン川沿いに出てからの73号線は盛り土をした道路で、左手にメコン川、
右手には牛が草を食む田園風景を見ながら北へ進む。ここからの路面は痛み
が少なくスムーズに走行。7号線から分岐した地点から92㎞ほどでクラチェ
に到達し、そこで再び7号線に合流する。
　クラチェを過ぎると7号線は痛みが激しく、舗装がはがれて穴だらけの箇
所が多い。バスは頻繁にスローダウンを強いられた。クラチェからラオス国
境までの200㎞は中国が援助（貸与）して2007年に完成したはずなので、こ
の5年間ほどで傷んだのだとすれば、この区間は工事の質が悪かったと考え
られる。
　クラチェからの22㎞ほどを激しく揺られながら2時間半ほどで、Ou 
Pong Muonという町（ストゥントレンの手前9㎞地点）に着く。ここがス
トゥントレンへ向かう7号線と、ラタナキリ州の州都バンルンに向かう78号
線の分岐点。
　筆者はここで中央回廊から78号線にそれ、ラタナキリ州を往復して視察
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した。78号線の沿線にはゴム園が目立つ。バンルンまでの23㎞は中国の援
助（貸与）および施工で202年に新しく舗装されたもので、ラテライト道路
のときは4時間かかったところを、今回は所要時間がほぼ半分以下に短縮さ
れていた。舗装されて間もないだけに、路面は良好で、路肩もまあまあ広く、
交通量も少ないので、高速走行が可能だった。ただし、復路に同じ区間をミ
ニバスで走ったときは、かなりの上下振動が伝わり、路面が必ずしもスムー
ズでないようだった。
　
バンルン〜オーヤダフ・レタイン国境へ往復（2013.6.20）
　バンルンから78号線をさらに70㎞ほどでベトナムとの国境オーヤダフ（O’
Yadav）に至る。この区間はベトナムの援助（貸与）で2008年に舗装が完成
している。バンルン郊外を出ると、なだらかな起伏に多少のカーブを伴った
ほぼ直線道が続く。交通量がきわめて少ないせいか、路面に痛みはほとんど
なく、中古バイクタクシーでは35㎞h程度が限界だったが、乗用車であれば
60〜70㎞hで走行可能だろう。ちなみに78号線の全線が南部経済回廊の北部
サブ回廊構想の東半分にあたり、オーヤダフ国境から東へ75㎞ほどでベト
ナムのジアライ省プレイクに至り、さらに東へ50㎞ほどで港湾都市のビン
ディン省クイニョンへ至る。
　沿線で目立ったのはゴムの植林で、何も栽培していない野原を除けば6割
ほどが何らかの段階のゴム林だった。ゴムの次に沿線に多く見られたのはカ
シューナッツ林、その次に胡椒園、他にはキャッサバ、マニオク、バナナ、
トウモロコシなどの作付けが見られた。
　オーヤダフの国境施設は質素で、手前から出入国検査、「カムコントロー
ル」（商業省管轄）、税関と、「小屋」に近い建物が並ぶ（写真）。しかし、手
前数キロ以内に、運転手兼ガイド氏も知らなかった様々な変化が起こってい
ることが判明した。第１に、ベトナム資本と地元カンボジア資本との合弁に
よって広大な敷地に何らかの複合機能をもつコンプレックスが建設中で、塀
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の向こうの敷地内にコンテナが多数見られた。第2に、その建設現場の向か
いに建設終了した結構大きい建物があり、2か月後にスーパーとして開店す
るらしい。第３に、国境手前の右手に、新しいカジノホテルが建設中で、ほ
ぼ完工していた。既存の１軒目のカジノ施設は幹線道路からそれた脇道を
300mくらい進んだ奥にある。20メートル四方ほどのコンクリートの平屋建
てに青いスレートの屋根が乗っていて、質素な建物。中に入ってみると、バ
カラのテーブルが5卓ほどだが、客がいたのは１卓だけだった。
　ベトナム側の国境ゲートも見たかったので、ガイド氏に出入国係官に頼ん
でもらい、パスポートを預ければ中立地帯を歩いてもいいという許可を得た。
坂道の中立地帯は道路状態が悪く、補修が必要。300mほどでベトナム側
ゲートに到着。ゲートの向こうにはLe Thanh International Borderと表示
した立派な出入国管理・税関施設の建物が完成しているのが見えた（写真）。
　国境ゲートで30分程度観察している間に、ベトナム側からカンボジア側へ
入ってくる車両が３台、逆方向が１台だった。いずれもミニバンで、ラタナ
キリ州とベトナム側のジアライ省を結ぶ国際路線車両のようだった。貨物ト
ラックは見なかった。
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　運転手兼ガイド氏の説明によると、2004年ころまでは、バンルンへの道路
は劣悪で、プノンペンから３日がかりだったため、むしろ空港が活躍してい
たとのこと。2007年ころには道路インフラが多少改善したおかげで、プノン
ペンからバンルンまで2日で来られるようになり、200年までにはさらに道
路が改善して、１日でバンルンに着けるようになったという。おかげで観光
客の需要は完全にバスへシフトしたため、ラタナキリ空港発着の定期便はな
くなり、今では小型チャーター便がときどき発着する程度だという。計画で
は、今の滑走路は大規模スーパー誘致のための用地に転用し、飛行場は205
年までにはバンルンから北方向の郊外に移転させる予定らしい。
ストゥントレン〜トラペンリエル・ノンノックキャン国境〜シーパンドーン
（2013.6.22〜23）
　バンルンから7号線に戻り、ストゥントレンから北上してラオスとの国境
へ向かう。
　ストゥントレン町の中心部は西側がメコン川に、東側はそのメコン川に合
流するセコン川に面している。7号線から北に進むとセコン川に架かる、中
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国の援助で2007年に完成した友好橋を通ってラオスとの国境へ向かう。一方、
メコン川には町の中心部から３㎞ほど南の地点に、これも中国の援助で友好
橋を建設中で、204年に完工予定だとう。この橋が完成すれば、ベトナムの
プレイク経由でバンルン〜ストゥントレン〜プレアヴィヘア〜シエムレアプ
〜ポイペトという南部回廊の北部サブ回廊の開通に大きく貢献することにな
る。橋が完成するまでは、メコン川の対岸（同じストゥントレン州）への輸
送はフェリーが担っている。町の中心部にある船着き場からは頻繁にフェ
リーが出航しており、庶民の足となっている。
　ストゥントレンからトラペンリエル国境まで約80㎞の区間は舗装がほとん
ど傷んでおらず、スムーズに走行できた。国際ミニバスだが、国境で車両を
乗り換える。国境で乗客が揃うまで待たされた2時間半の間に、筆者が目撃
できた車両は、カンボジア側からラオス側に向かうバン2台（我々自身のも
のを含む）と、ラオス側からカンボジア側に向かうバンと乗用車１台ずつの
合計4車輛だった。トラックは全く見かけなかった。国境を挟む両国の道路
が整備されているにもかかわらず、物流はまだ活発ではないようだ。
　徒歩で国境の中立地帯を歩き（写真）、ラオス側で待っているミニバスに
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乗り込む。
　ラオス側の3S号線も舗装がほとんど傷んでおらず、スムーズに走行。
25mほどで「シーパンドーン（ラオ語で4000の島という意味）」というメコ
ン川の中州に浮かぶ島々への入り口にあたるナーカサンのバス停に着く。そ
こから多くのバックパッカー客は観光化された島々への渡し船に乗る。
シーパンドーン〜チャンパサク〜パクセ（2013.6.25〜26）
　そのナーカサンを再びミニバスで出発し、3号線を北上。路面はほぼス
ムーズ。パクセの手前30㎞地点にあたるバーン・ラックサームシップ（30㎞
地点の村という意味）の三叉路で、西方向へ左折して、5㎞ほど行くとメコ
ン川に突き当り、そこから世界遺産で有名なワット・プーのあるチャンパ
サックへの渡し船が出ている。ただし、その5㎞ほどの導入道路は穴だらけ
で、補修されていない悪路だった。
　チャンパサクで１泊したあと、渡し船でメコン川を渡って3号線に戻り、
そこからパクセまでの30㎞は舗装状態が良好で、スムーズに走行できた。た
だし、パクセ市街に近づくと交通量が増えて、スピードがかなり落ちた。
パクセ〜ワンタオ・チョンメク国境〜ウボンラチャタニ（2013.6.28）
　パクセから西へ進むとタイとの国境が近い。タイ側のウボンラチャタニ県
とラオスのチャンパサク県は、以前から交通の便が良く経済統合が進んでい
る。中央回廊の一部ではないが、それにつながる重要な経済回廊といえる。
　パクセの中心部を国際バスで出発し、パクセ市内を流れるメコン川に架か
るラオス日本友好橋（全長380m、2000年開通）を渡り、西へ向かう。片側
１車線の舗装道路で、中央線はなく路肩が狭いが交通量がさほどないので、
追い越し、すれ違いは問題なし。路面は多少傷んでいる箇所もあるが、大き
な穴はないようだ。ワンタオ国境手前の0〜20㎞は片側2車線に拡幅中。と
くに国境ゲート手前の数キロはアスファルト舗装が完了している。これは
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2007年の視察時と比べて大きな変化だった。
　ラオス側の出入国管理ビルは2007年から変わっていないが、その周りに銀
行、ダオフアン免税店など、新しい商業施設が多く見られる。タイ側へ向か
う、バナナ満載のトラックを目撃した。2007年の訪問時はキャベツ満載のト
ラックを目撃した。ラオス南部のボラベン高原で生産される有機野菜や果物
はタイに販路ができているのだろう。
　出国手続きのあと中立地帯を進むが、ここがなぜか地下道になっている。
2007年にはこれはなかった。ここに地下道をつくる意味はわからない。地下
道を抜けて上がったところが、2007年には建設中だったチョンメク側の新し
い出入国管理ビルの入り口。入国手続きを終え、ビルの外にこれも2007年
に見なかった新しい税関ビルがある（写真）。全般にタイ側の国境施設のグ
レードアップぶりが目立つ。
　チョンメク国境からウボンラチャタニ県の県都ウボンラチャタニまで約90
㎞。タイ側の道路も国境から片側2車線に拡幅中。一部まだ工事中の箇所を
除き、大半はアスファルト舗装が完成済み。2007年時は中間点から国境まで
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は片側１車線だったが、今はすべて片側2車線になっている。
昆明その他移動データ（203年6月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
カンボ
ジア
ストゥントレン〜バンルン 公共バス 約80㎞ １時間0分 68㎞/h
バンルン〜オーヤダフ バイクタクシー 約70㎞ 約2時間半 28㎞/h
ラオス パクセ〜ワンタウ 公共バス 40㎞ 約40分 53㎞/h
タイ チョンメク〜ウボンラチャタニ 公共バス 90㎞ １時間25分 62㎞/h
ビエンチャン・シハヌークビル間の移動データ
（20年5月〜203年7月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ラ
オ
ス
ビエンチャン〜パクサン 公共バス 約50㎞ 約2時間30分 60㎞/h
パクサン〜ビエンカム 公共バス 86㎞ 約１時間40分 52㎞/h
ビエンカム〜タケーク 公共バス 09㎞ 推定2時間 （55㎞/h）
タケーク〜サワナケート 公共バス 55㎞ 推定2時間半 （62㎞/h）
サワナケート〜パクセ 公共バス 287㎞ 推定4時間半 （64㎞/h）
パクセ〜ラックサームシップ ミニバス 30㎞ 約40分 45㎞/h
ラックサームシップ〜シーパンドーン ミニバス 約00㎞ １時間40分 60㎞/h
シーパンドーン〜ノーンノックキャン ミニバス 約25㎞ 20分 75㎞/h
カ
ン
ボ
ジ
ア
トラピアンクリル〜ストゥントレン ミニバス 約80㎞ １時間0分 68㎞/h
ストゥントレン〜クラチェ 公共バス 22㎞ 約2時間半 49㎞/h
クラチェ〜コンポンチャム 公共バス 26㎞ 2時間40分 47㎞/h
コンポンチャム〜プノンペン 公共バス 26㎞ 約３時間 42㎞/h
プノンペン〜シハヌークビル 乗用車 243㎞ 4時間40分 52㎞/h
注：ビエンカム・パクセ間は2007年9月視察に基づく推定。プノンペン・シハヌークビル間は
20年5月視察による。ラックサームシップ（Lak30）はパクセから3号線を南へ30㎞地点にあ
るチャンパサックへの分岐点。ストゥントレンは7号線上のストゥントレン市街から9㎞南方
向の78号線との分岐点。
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7.東西回廊：ベトナム中部−ラオス南部−タイ中部−ミャンマー沿岸部
経路　：　ダナン−（１号線）−フエ−ドンハー−（9号線）−ラオバオ　・　デンサワ
ン国境−（9号線）−セポン−セノ−サワナケート−第2メコン国際橋−ムク
ダハン−（2042号線/23号線）−カラシン−（23号線/209号線）−コーンケン
−（2号線）−ロムサック−ピサヌローク−スコータイ−ターク−（05号線）
−メーソート　・　ミャワディ国境−（85号線）−パアン−モーラミャイン
　このルートのうち、実走し得たドンハー・ムクダハン間、スコータイ・
メーソート間、およびパアン・モーラミャイン間について報告する。また、
これに関連して、ラオスを横断する代替ルートとしての8号線と第３メコン
国際橋の状況ついても報告する。
ノーンノックキャン・トラペンリエル国境の特徴（203年6月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
外国人観光客を乗せた国際ミニバ
スがある程度往来。ラオス人とカ
ンボジア人の往来はまばら。
貨物車両の
往来はまば
ら。
トラペンリエル側：新しい国境ゲー
トが完成済。簡易食堂街あり。
ノーンノックキャン側：質素な国境
施設。
特に確認
できず。
オーヤダフ・レタイン国境の特徴（203年6月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国
際バスがある程
度往来。
貨物車両の往
来はほとんど
見られない。
オーヤダフ側：国境施設は簡素。国境付近にカ
ジノ2軒あり。各種商業施設を建設中。
レタイン側：新しい国境ビルが完成済。
レタイン側に
国境貿易区あ
り。
ワンタウ・チョンメク国境の特徴（203年6月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バスの往来盛
ん。一時通行証をもつタイ人と
ラオス人が多い。外国人観光客
の往来もまあまあ多い。
双方向からトラック
の往来ぼちぼち。双
方向にトラックの越
境可能。
ワンタウ側：新しい銀行、免
税店などの商業施設拡充。
チョンメク側：新しい出入国
管理ビル、税関ビルが完成済。
特に確認
できず。
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ビエンカム〜ラックサーオ（2013.7.25）
　ビエンチャンからベトナム方面への公共交通機関は3号線から8号線を東
へ折れ、ラックサーオ経由でベトナムへ向かう。8号線への分岐点であるビ
エンカムからラックサーオまで90㎞ほど、途中からアンナン山脈方向へ登っ
ていくので、坂道とカーブが増える。ラオスを横断するのには後述の9号線
経由と比べ、8号線経由のほうが距離が短いが、地形が厳しいために、起伏
が緩やかな南の9号線が先に東西横断陸路として発展したと思われる。ラッ
クサーオに近づくと下り道が増え、盆地地形に入る。起伏が緩やかになり、
ラックサーオ中心部に到着。利用したソンテウの車両が古く、上り坂ではス
ピードが落ちた。
ラックサーオ〜ナムパーオ・カオチュオ国境〜ビン（2013.7.26）
　このルートが国際バスでビエンチャン方向からベトナムへ渡る主要ルー
トとなっている。マイクロバスでラックサーオのバスターミナルを出発。
満車以上になるまで乗客と荷物を拾いながら国境へ向かう。登り道のカー
ブが多い。
　ナムパーオの国境ゲート前にはミニバスやマイクロバスがたくさん停車し
ていた（写真）。ラオスから戻るベトナム人労働者や観光客が多い。第３国
外国人はごくわずかの印象。乗客は全員降りてラオス出国手続き。出入国管
理ビルはかなり混んでいる。窓口に係員が３人いるが、列をつくるシステム
がないので、やや混沌としていた。
　ラオス国境ゲートとベトナム国境ゲートは約500m離れている。中立地帯
でベトナム側から入ってくる大型トラックを何台か見た。中立地帯のベトナ
ム側の半分は道路拡幅・舗装工事中だった。
　ベトナム側カオチュオの国境ゲートでもラオス側へ向かう大型トラックを
見かけた。乗客は全員再び降りて、ベトナム入国手続きだが、ここも窓口に
３人ほど係官がいるが、列をつくってないので、渡航者が入り乱れて混沌と
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していた。続く税関施設では、バスから荷物をすべて降ろしてX線検査に通
していた。中越国境よりも厳格な対応だった。
　カオチュオ国境から最も近い沿岸都市のゲアン省ビンまでは99㎞。8号線
を東へ進み、4㎞地点で2号線（ホーチミンルート）との分岐点を通過、60
㎞地点で5号線との分岐点を通過、79㎞地点で１号線に合流し、残り20㎞を
北方向に進んでビンに到着する。
　国境からは下り坂のカーブが続く。道幅も狭いので、低速車が前を走って
いるとなかなか追い越せない。2号線との分岐点までにはほぼ平野部に降り
てくる。ところが、この地点から１号線との分岐点までの37㎞のうちの大半
が、舗装がひどく傷んで穴だらけで、あちこちの補修工事が走行をより困難
にした。南方向から北のハノイ方向へ向かうバスがこの悪路を通っているの
を見たので、南北を貫く１号線のバイパスとしてのホーチミンルートへ至る
この区間が過積載車両によって傷んだのだろうと推測する。１号線に出ると、
道路状況は良好だが、交通量が急に増え、片側１車線のため、追い越しが難
しい。結局、カオチュオからビンまで、乗用車でぎりぎり飛ばしても平均時
速は40㎞hにとどまった。公共バスならさらに速度が落ちただろう。
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ビン〜ドンホイ〜ドンハー（2013.7.27〜28）
　ビンのバスターミナルから出発、１号線を南下し、ハーティン省、クア
ンビン省を通過して、東西回廊のハブであるクアンチ省ドンハーへ向かっ
た。ビン市街は片側2車線だが、ラム川（SongLam）という大きな川を渡
り、郊外の町に入ると片側１車線になる。8号線との分岐点ホンリンの町
（ビンから20㎞地点）を通過すると、そこから数キロほど、片側１車線から
2車線へ拡幅工事中の区間が頻繁に現れる。ビンから55㎞地点のハーティン
市あたりまでは交通量が多く、スピードが出ないが、そこを過ぎると多少交
通量が少なくなる。ビンから0mほどでクアンビン省に入り、海岸沿いの
切り立った地形の箇所を通過する。その後、交通量がさらに減り、ビンから
約200㎞のビーチリゾート都市ドンホイまではスピードが上がる。
　ドンホイからドンハーまで１号線を南東へさらに87㎞。ドンホイの市街は
片側2車線だが、ニャットレ川を渡るとすぐに片側１車線となる。その先、
ドンハーまでは大きな町がなく、ほとんど片側１車線だった。拡幅工事もみ
られなかった。交通量が比較的少ないのか、補修の必要がまだないのであろ
う。ドンハーの手前20㎞ほどで、ベトナム戦争時の南北を分ける7度線を記
念する景勝地を通過する。
　ドンホイ・ドンハー間はヴィン・ドンホイ間よりも交通量が少ない分、速
度が少し上がった。一方、ドンハーを過ぎてフエ・ダナンの都市圏へ向かう
区間は再び交通量が増え、平均速度も落ちる（200年9月視察時の経験）。
　ドンハーは１号線と9号線という南北・東西の幹線道路が交差する交通の
要衝で、さらに9号線の延長上を東へ4㎞行くとクアビエト（CuaViet）港
がある。ドンハー中心部は2009年訪問時と比べ、大きく発展している。新し
いホテル、ショッピングビル、スーパーなどが増えている。ドンハー川沿い
のマーケットではボートで運び込まれる水産物の売買で賑わっている。
−5−
ドンハー〜ラオバオ・デンサワン国境〜サワナケート（2013.7.29）
　１号線と9号線の交差点でラオバオ方面に向かう乗り合いバンに乗車。9
号線は終始片側１車線だが、路肩は広く、交通量が少ない箇所では追い越し
可能。１時間ほどでケサイン地区へ入る国境第2ゲートを通過。ここからラ
オバオ国境ゲートまでがベトナム側の国境経済区（Border Economic Zone）
で保税区間。この辺りからずっと登り坂で、30分ほどでラオバオ国境ゲート
に到着。
　ゲート付近にはトラックやトレーラーが0台ほど待機していた。イミグレ
施設へ向かって左手に免税店のハイパーマートがある。9時ごろと早かった
せいか、ベトナムもラオスも出入国施設が空いていて、出入国ともにスムー
ズに手続きを終えた。8号線沿いのナムパーオ・カウチュオ国境のほうがは
るかに混んでいた。
　国境中立地帯の距離はせいぜい00m。中立地帯の真ん中には、個人両替
商の女性たちが多数たむろしている。ベトナム側で買い込んだ商品を積み上
げたリヤカーをラオス側に引っ張っていくラオス人を何組か見かけた（写
真）。
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　デンサワン国境ゲート手前にダオフアン免税店があり、2009年視察時は建
設中だったが、今は完成している。中に入ってみたが、客はいない。酒類、
タバコ、化粧品などが一応売られているが、空っぽの棚も目立つ。
　デンサワン国境ゲートを出てすぐ左手に平屋建てのカジノがある。入って
みると、スロットマシンが並んでいる。こちらも朝早いせいか、客はいな
かった。
　国境ゲートから50mほどラオス国内へ入ったところの右手に車両重量測量
ステーションがある。これも2009年9月の訪問時は日本の無償援助で工事中
だったが今は完成している。
　国境地帯を30分ほど観察している間に見た車両は、ラオス側からはトラッ
ク１台と乗用車数台、ベトナム側からはトレーラー１台と商用車数台程度。
2009年9月の訪問時は午後だったせいもあるのか、今回より車両と歩行者の
流れが多かった。とくにラオス側から入ってくるタイ人観光客のマイクロバ
スなどがあった。
　国境ゲートからバイクタクシーで2㎞ほど西へ進み、デンサワンの町の中
心部から公共バスで出発。乗客と荷物で満載になるまで待たされ、発車して
からもさらに乗客を追加していく。車両が非常に古いうえに、過積載なので、
上り坂は極端にスピードが落ちた。
　デンサワンから20㎞地点でバンドンの国境第2ゲートを通過。国境からこ
こまでがデンサワンの国境貿易商業地域（Border Trade Commercial Zone）
だが、沿線に工場やこれといった商業施設は見られなかった。
　デンサワンから46㎞地点のセポンの町までは山道を下るが、そこからはほ
ぼ平地となり、稲作風景が増え、牛、水牛、ヤギの姿が増える。しかし、そ
こから00㎞ほどの区間に舗装が崩壊して穴だらけの箇所が多く、バスのス
ピードがガクンと落ちる。8号線の最悪のベトナム国内部分よりはましだっ
たが、9号線も日本の援助で舗装が完成した2004年から9年目でこういう状
態になってしまったようだ。一部ではすでに補修工事が始まっていて、その
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ために片側通行になっている区間もスピードが落ちる。
　9号線と3号線の交差点を通過すると、あと30㎞ほどでサワナケート。こ
の区間にサワン・セノ特別経済区（SEZ）のサイトBとサイトCがある。サ
ワナケート市街から28㎞地点のサイトB（28ha）は日本ロジテムが開発中で、
同社の看板が見える。事務所棟が建設中。サワナケート市街から0㎞地点に
SEZのサイトC（234ha）があり、広大な土地整備をしている光景が見える。
サワナケート〜第２メコン国際橋〜ムクダハン（2013.7.30）
　2006年に第2メコン国際橋が完成し、渡し船は閉鎖か休業状態だと思って
いたが、サワナケート市の中心部にある船着き場は健在だった。メコン川を
渡すボートは１日に4便ある。ただし、利用できるのはタイ人とラオス人の
み。外国人が利用する国際バスはサワナケートとムクダハンのそれぞれの郊
外にあるバスターミナルを結ぶのに対し、ボートはそれぞれの市街中心部を
結ぶので、両都市間の移動だけならボートのほうが便利だ。
　サワナケート市街から7〜8㎞北東にサワンベガスというカジノがある。
送迎のバスやマイクロバスが頻繁に出入りしていて、なかなか繁盛している。
中に入ってみると、体育館4〜5杯分くらいの広さ。バカラ他のテーブルが
60〜70と、スロットマシンも多数ある。客のほとんどはタイ人のようだ。扱
う通貨もタイ・バーツだ。スパ、レストラン、カフェ、バー、ギフトショッ
プもある。さらには館内のいたるところにフラットTVが配置してあり、ス
ポーツや映画を放映している。これならギャンブル客以外も十分楽しめそう
だ。（報道によると、このカジノはマカオを拠点とするSanum Investment
社が所有・経営で、タイ人、ベトナム人に加え、中国人客の誘致に力を入れ
ているという。）
　サワナケート市街の北３㎞ほどのバスターミナルから国際バスで対岸のム
クダハンへ向かう。恐竜の像があるロータリーの手前で抜け道へ左折し、す
ぐに国際橋への導入路に出た。
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　国境ゲートに到着し、乗客は出国手続きのブースへ向かう。パスポートに
よる渡航者は筆者ともう１人だけで、残りの50人くらいはすべてタイ人かラ
オス人の一時パスでの渡航だった。
　スムーズに出国を終え、中立地帯で待つ。タイから入ってくる車両の列に
日本通運のコンテナを運んでいるトレーラーが見えた。ゲートと橋に挟まれ
た区間がサワン・セノSEZのサイトAと思われる土地があるが、造成の進
捗はみられない。
　ほんの数分でメコン川を渡った（写真）後、タイの交通制度に合わせて、
右側通行から左側通行に道路がクロスしてからムクダハンのゲートに到着。
入国手続きもスムーズに終了。バスの到着を待っている間に、ラオスから
入ってくる燃料タンクをけん引するトレーラーを0台ほど見かけた。
　ラオス出国・タイ入国とあわせて30分以内で終了。第１メコン友好橋のノ
ンカイ・タナレン国境と遜色ないスムーズさだった。
　ムクダハンの国境ゲートから市街までの22号線は片側2車線で広い。沿
線には他のタイの地方都市と同様に、Tesco Lotusといった量販店がある。
　ムクダハン市街にある船着き場はサワナケート側と比べて３〜4倍くらい
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の規模があり、出迎えの人達も多く、活気がある。サワナケート向けのボー
トは１日7便出て、出航するボートを見ると、貨物で満載だった。
ナコンパノム〜第３メコン国際橋〜タケーク（2013.8.1〜２）
　20年に完成した第３メコン国際橋の両岸を視察するため、ムクダハンか
らミニバスでナコンパノムへ向かった。22号線を北上したが、全線片側2
車線で舗装状況は良好。
　トクトク（オート３輪タクシー）を利用して、市街から北に約0㎞地点の
第３メコン友好橋を視察した（写真）。橋の長さは１㎞もないだろうが、高
架のアクセス道路のほうが長く、.5㎞ほどありそうだ。橋のたもとはとて
も静かで、小さい猟師舟が数艘ある程度。国境ゲート近くは広大な空き地の
まま。バス用、トラック用、乗用車用と通過レーンが分かれている。トラッ
ク用レーンの手前には0〜5台のコンテナトレーラーが通関待ちの待機をし
ていた。
　ナコンパノム市街には対岸へのフェリーボートの船着き場があり、規模
は小さいがなかなか賑やかで、１日0本ほど出航している。昼ごろの様子
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を見ると、トラックから次々と段ボールが停泊中のボートへ担ぎ込まれる。
段ボール箱にはハイアール（Haier）のロゴがついている。扇風機のようだ。
水運を利用した少額貿易は健在のようだ。
　第三国人はフェリーボートを利用できないことを知り、ナコンパノムのバ
スターミナルから国際バスで発車。公共バスは通常乗車率を高めてから発車
するのだが、このときは40人乗りほどのバスに乗客は8人だけだった。国際
橋が市街から離れているため、タイ人はボートを利用するからだろう。
　あっという間にメコン川を渡り、タケーク側の国境ゲートへの途中でタイ
の左側通行から、ラオスの右側通行へとクロスする。タイ・ラオス間のメコ
ン川架橋はクロス部分の立地を交替させているらしく、第１と第３メコン橋
がラオス側、第2と第4がラオス側にクロス部分がある。
　クロス部分を過ぎてしばらくすると、開発区計画らしき看板が見えた。イ
ラスト図を見ると、これは橋のたもとの数百メートル四方の区画のようだ。
　バスに同乗した人数が少なかったせいで、出入国あわせて30分余りでス
ムーズに手続きを終了。再び国際バスに乗り、3号線沿いの南方向に、やは
り橋から0㎞ほど離れたバスターミナルに到着。タケークのバスターミナル
は乗降客で賑わっていて、ここからもハノイ、ハーティン、ドンホイ、ドン
ハー、ダナンと、ベトナム方面への国際バスが発着している。
　タケークでも船着き場を見学。ナコンパノム側と同様、こじんまりしてい
るが、こちらも朝から乗客が集まり、なかなか賑やか。出入国手事務所のビ
ルの向かいにこれも平屋建てのスロット施設がある。中を覗くと狭いスペー
スにスロットと機械仕掛けのルーレットしかない。
　8時半過ぎに第１便がナコンパノムへ向けて出航した。40人乗りくらいの
ボートでほぼ満席。パクサンでみたボートより少し大きいか。約5分後に対
岸に到着。その20分後に、今度はタイ側からの第１便が到着。こちらも30〜
40人乗りくらいの同規模のボートでほぼ満席状態。さらに30分後に、第１便
として出て行ったラオスのボートがこちらに戻って折り返す。両国間のシャ
−57−
トル便はコーディネートしているわけではなく、それぞれ自国側の都合に合
わせて運行しているようだ。
　タケークに１泊してナコンパノムへ戻ったが、ラオス側から出発する国際
バスは満杯以上だった。チッケト売場で比較的若い人達が差しだすパスポー
トは深緑色のベトナムのパスポート。ここに群がっている人達はほとんどベ
トナム人のようだ。なるほど、渡し船はタイ人とラオス人しか利用できない
ので、橋を利用する需要が圧倒的に大きいのはベトナム人ということだ。車
掌がチケットなしで乗り込む乗客から集めた現金を数えているのをみると、
ドン紙幣ばかり。ベトナム人専用バスと化している。
　ラオス側ゲートに着き、出国審査を終了し、貨物用レーンを見ている
と、“LAO NISSIN SMT MEKONG LANDBRIDGE THAILAND-LAOS-
VIETNAM”と表示のあるコンテナトレーラーが数台、タイ側から入ってく
るのを見た。日系物流会社のトレーラーだと思うが、これで３国間輸送に9
号線ルートの東西回廊の代替ルートとしてこの第３メコン友好橋が利用され
ていることが確認された。
　ナコンパノムのバスターミナルに着いたベトナム人乗客たちは、そのまま
別のバスに乗り換えてバンコクなどに向かうようだった。
スコータイ〜ターク〜メーソート（2011.9.3）
　東西回廊のタイ区間については、スコータイから西方向へ実走した。ス
コータイのバスターミナルから出発し、タークまで2号線を西へ向かう。
一部拡張工事中の箇所もあったが、全線ほぼ片側2車線で舗装状態も良好。
起伏もさほどないため、タークまでの約0㎞は高速で走行可能。公共バス
はタークが終点となっているため、ここでミニバスに乗り換える。ターク
から国境町のメーソートまでの約80㎞は大半が片側１車線で、路面状態は
良好だが、起伏とカーブが多い山道となるため、追い越しは困難でスピー
ドが落ちる。メーソート近くになると国境検問があり、身分証明書の提示
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が求められた。
　メーソート市街のマーケット周辺は賑やかで、とくにミャンマー産の宝石
類を扱う商店が集積する商店街は賑わっていた。
メーソート・ミャワディ国境（2013.12.21−23）
　メーソートの町の中心から約7㎞離れた国境ゲートは国道2号線の突き
当りにあり、そのまま国境橋へとつながっている（写真）。橋のたもとのモ
エイ川沿いにある屋内マーケットには商店がびっしり並び、中国製家電品、
中国製の日本のコピー菓子、ベトナム製乾燥フルーツ菓子、海賊版DVD、
ミャンマー製木製品など、多国籍で、密輸品も多く混じっているものと思わ
れる。その周辺には木製家具や装飾品をつくる工房がたくさんあり、職工
はミャンマーから渡ってきた人々が多いようだ。また、川沿いの土手には、
ミャンマーから渡ってきて住み着いた小さな集落ができており、彼らによる
露店マーケットもできている。
　国境橋から上流・下流ともに数百メートル圏内にボート（0〜5人乗り）
の渡し場がいくつかある。その向かいにはミャンマー側の渡し場もあり、ほ
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んの50mほどの距離を乗客と多少の貨物を載せたボートが頻繁に往来してい
る。これは乾季に川底の大半の部分が水面上に現われ、ボートがつく岸が増
えるためであろう。さらに１㎞ほど下流にはボートによる少額貿易の拠点と
思われるヤード付きの船着きが両岸にあり、ボートの往来が激しい。タイ側
からは「滑り台」方式で段ボール詰め商品をボートに積み込んでいる。その
付近にはミャンマー人を雇用する縫製工場もある。
　ミャワディ側に入ると、国境橋の延長上がメインスリートになっており、
2㎞ほど左右に市街が広がる。メーソートの町よりも大きい印象だ。国境橋
からモエイ川の上流の１㎞圏内に伝統マーケットやバス乗り場があり、ボー
ト貿易で揚がってくるヒトやモノがミャンマー国内各地へ運ばれる拠点に
なっているようだ。日本製の中古のバスやトラックが目立つ。ミャンマー側
に荷揚げされているのはタイ産のビールや清涼飲料水、調味料、紙おむつな
どであった。
　国境橋の下流は空地になっていて、ヤギの放し飼いが見られる。国境取引
を生業としていると思われる、簡易住居の集落もある。
　国境ゲートでバイクタクシーを拾い、よく整備された舗装道路をコーカレ
イ方向へ進むと、約9㎞地点に、道路の左右に輸出検査所および輸入検査所
があり、ここでタイ側車両とミャンマー側車両との間で貨物の積替えが行わ
れるとともに、税関・検疫・出入国管理が行われる総合センターのようにに
なっている。ここからさらに１㎞先にミャンマー側検問所があり、ここから
先への立ち入りは最近までは外国人は立ち入り禁止だったが、203年9月以
降はその制限が解除され、ミャワディの国境ゲートでミャンマー滞在期間や
出国ルートの情報が事前に伝わっていればそのままヤンゴン方向へ通ること
ができるようになった。しかし、問題はミャワディから西方向のカヤー州都
のパアンへ抜ける山岳道路の未整備で、とくにミャワディ国境から西へ約8
㎞地点にあるドーナ山脈の山岳道路が極端に狭く、１日おきに上り・下りを
代えて片側通行している難所だ。この区間では現在、タイ政府が無償資金協
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力により、新ルートを建設中だ（205年完成予定）。同じくタイの援助によ
り、現在の古くなって構造上問題がある国境橋から約5㎞北に第2国境橋の
建設（206年ごろ着工予定）が計画されている。
パアン〜モーラミャイン（2012.3.28〜30）
　東西回廊のミャンマー区間はヤンゴンからアクセスした。ミャワディの西
44㎞に位置するカイン州の州都パアンは、東西に走る000m級の山脈を取
り囲むように広がる都市で、英領時代からの名残か、パアン空港、パアン大
学、スポーツスタジアムなどのインフラが残っている。ヤンゴンからパアン
まで約300㎞だが、公共バスで正味6時間で到達できるので、パアンから西
方向の道路事情は悪くない。ミャワディと結ぶ道路インフラが整備されれば
物流のハブとなる可能性は高い。
　パアンからモーラミャインへは毎日2時間ごとに出るローカルバスを利用
した。ミャンマーでは珍しくないが、想像以上のぼろバスだった。パアンか
ら一旦西方向のタートンに出て幹線道路の8号線を南へ向かうと道路状況も
多少ましだが、内陸のローカル道路はまっすぐ南西に向かい、走行距離70㎞
ほどで、遠回りルートの半分ほどの距離だ。その代わり、道路状況はあまり
良くない。
ダナン・モーラミャイン間の移動データ（202年7月〜203年2月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ベトナム
ダナン〜フエ 乗用車 約00㎞ 推定2時間 （50㎞/h）
フエ〜ドンハー 乗用車 約60㎞ 推定１時間半 （40㎞/h）
ドンハー〜ラオバオ ミニバス 82㎞ 約１時間半 55㎞/h
ラオス デンサワン〜サワナケート 公共バス 225㎞ 約5時間半 4㎞/h
タイ
ムクダハン〜カラシン − 約60㎞ 推定2時間半 （64㎞/h）
カラシン〜コーンケン − 約00㎞ 推定１時間半 （67㎞/h）
コーンケン〜ピサヌローク − 約300㎞ 推定5時間 （60㎞/h）
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タイ
ピサヌローク〜スコータイ − 約70㎞ 推定１時間 （70㎞/h）
スコータイ〜ターク 公共バス 約0㎞ 約１時間半 73㎞/h
ターク〜メーソート ミニバス 約80㎞ 約１時間半 53㎞/h
ミャンマー
ミャワディ〜パアン トラック 44㎞ 5時間半 26㎞/h
パアン〜モーラミャイン 公共バス 約60㎞ 約2時間 30㎞/h
注：ダナン・ドンハー間は200年9月視察に基づく推定。ムクダハン・スコータイ間は2次情報
による推定。スコータイ・メーソート間は20年9月筆者視察による。ミャワディ・パアン間
は202年9月のジェトロによる実走情報。
その他移動データ（203年7月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ラオス
ビエンカム〜ラックサーオ ソンテウ 約80㎞ 約4時間 45㎞/h
ラックサーオ〜ナムパーオ 公共バス 32㎞ 45分 43㎞/h
ベトナム
カオチュオ〜ビン タクシー 99㎞ 約2時間半 40㎞/h
ビン〜ドンホイ 公共バス 206㎞ 約4時間 52㎞/h
ドンホイ〜ドンハー 公共バス 87㎞ 約１時間半 58㎞/h
ラオバオ・デンサワン国境の特徴（203年7月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
国際バスの
往 来 あ り。
タイ人観光
客と一時通
行証をもつ
ベトナム人
が多い。
双方向にトラ
ックの越境可
能。ベトナム
側からの流れ
が多い。
シングルスト
ップ通関を実
験中。
ラオバオ側：ゲートそばに大規模免税
店あり。ゲートから１㎞ほどがラオバ
オの市街で、マーケット、ショッピン
グビル、ホテルなどあり。
デンサワン側：ゲートそばに免税店、
カジノ施設あり。ゲートから2㎞ほど
がデンサワンの町だが、規模は小さい。
オバオ側：第１ゲートと第
2ゲートの間が特別経済委
商業区で、国境付近の工業
団地が稼働。
デンサワン側：第１ゲート
と第2ゲートの間が国境貿
易商業地域だが、目立った
動きは見られない。
サワナケート・ムクダハン国境の特徴（203年7月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バスが
頻繁に往来。大半が一時
通行証をもつタイ人とラ
オス人。両国民は渡し船
も利用可能。
双方向にトラックの
越境可能。双方向に
貨物車両の往来あり。
渡し船による少額貿
易も盛ん。
サワナケート側：郊外に大規模
カジノあり。
ムクダハン側：国際橋から5㎞
ほどの市街にはインドシナマー
ケットなど商業施設充実。
ラオス側のサ
ワン・セノ特
別経済区のサ
イトBおよび
Cが進捗。
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8.南部回廊：ダウェイ−バンコク圏−プノンペン圏−ホーチミン圏
経路：ダウェイ−テーキー・プーナムロン国境−（3229号線/323号線/4号
線）−バンコク−（7号線/34号線）−チャチェンサオ−（34号線/304号線
/359号線/33号線）−アランヤプラテート・ポイペト国境−（5号線）−シソポ
ン−バッタンバン−コンポンチナン−プノンペン−（１号線）−ネアクルン
−メコン架橋工事中−（１号線）−スバイリエン−バベット・モクバイ国境−
（22号線）−ホーチミン−ブンタウ
タケーク・ナコンパノム国境の特徴（203年8月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バスが頻繁に
往来。タイ側からの渡航者は少
ない。ラオス側からの乗客は大
半がベトナム人。渡し船はタイ
人とラオス人が利用。
双方向にトラックの
越境可能。タイ方向
からのトラックが多
い。渡し船による少
額貿易も盛ん。
タケーク側：市街の船着き
場にスロット施設あり。
ナコンパノム側：ゲート周
辺はまだ空地の状態。
タケーク側
の国境橋付
近に特別開
発区計画あ
り。
メーソート・ミャワディ国境の特徴（203年2月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
国境橋の上（一
時パスによる）
も、ボートも
（ パ ス な し ）、
ミャンマー人の
往来が激しい。
国境橋を利用し
た通常貿易も、
モエイ川を渡す
ボートによる少
額貿易もともに
盛ん。
メーソート側：大規模なマー
ケットや商店街あり。川沿いに
ミャンマー人の露店市場もあり。
ミャワディ側：国際橋の上流１
㎞ほどにボート貿易専用のヤー
ドあり。両岸にボートの船着き
場が多数あり。
メーソート側にサハ工業団
地ほか工場多数。
ミャワディ側の国境ゲート
から約9㎞に貨物積替・出
入国検査・税関・検疫の総
合センターがある。
ナムパーオ・カオチュオ国境の特徴（203年7月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バス
が頻繁に往来。大半が
一時通行証をもつベト
ナム人。
ベトナム側
からのトラ
ックの流れ
が多い。
ナムパーオ側：比較的新しい入国管理ビル。中
立地帯に免税店あり。
カオチュオ側：中立地帯の道路拡張中。新しい
国境施設。ゲート外に商店が数軒あり。
特に確認
できず。
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　このルートのうち、筆者が実走し得たタイからベトナムの区間について報
告する。
バンコク〜プーナムロン・テーキー国境（2014.2.17）
　バンコクから西方向へ、カンチャナブリ経由でミャンマー国境のプーナ
ムロンまでは片側１〜2車線の舗装道路を走り継ぐが、大きな問題はない。
ミャンマー側のテーキー国境ゲートまでの中立地帯は未舗装で、周辺施設も
まだ造成中。ダウェイまでのミャンマー区間は現在のところ一般人の渡航は
難しく、道路状況は確認できなかった。
　タイ側のプーナムロン国境ゲートは昨年オープンしたばかりということも
あり、イミグレ施設は簡素。ビザ更新のためにミニバスで訪れるミャンマー
人、第３国渡航者に加え、意外にもラオス人が多かった。4㎞ほどの中立地
地帯の前半のタイ側は舗装道路が続き、途中でミャンマー側の半分は未舗装
の坂道に変る。ミャンマー側は道路も沿線の駐車場その他の施設を造成中。
テーキー国境ゲートは非常に簡素で（写真）、イミグレ施設は小屋という感
じ。免税施設はコンテナ３本ほどを集めた急造のもの。屋根付きの駐車場を
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増設中だった。一時パスを持つミャンマー人たちはかなり簡単に入国手続き
を終えているが、第三国人対象の手続きは試験的に電子写真を撮影するとい
う作業が加わり、ミャワディやタチレイと同様の手続きを取る計画のようだ。
バンコク〜アランヤプラテート・ポイペト国境〜バッタンバン（2013.6.11）
　午前中にバンコクの北バスターミナルから出発し、ドンムアン空港を右に
見てしばらく北へ向かい、東へ折れ、プラチンブリ、カビンブリ、サケオを
通過して国境町のアランヤプラテートに至る。全線にわたって最低片側2車
線で舗装状況は良好で、信号のある交差点以外は高速走行が可能。
　バスはアランヤプラテート国境ゲートから2㎞ほど離れたロンクルア市場
の端にある駐車場に到着。そこから広大なロンクルア市場を20分ほど歩いて
横切り、出入国ビルに着く。20年8月末に訪問したときは出国者の長い列
があったが、今回（6月中旬）は観光のロー・シーズンのせいか、列が短く、
スムーズにタイを出国できた。
　300mほどの中立地帯（写真）の中間にカンボジア側でアライバル・ビザ
を発行するオフィスがあり、そこも欧米観光客が0人ほどしかおらず、ス
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ムーズにビザが発行された。そのオフィスからカンボジア国境ゲートまでの
左右に0軒ほどのカジノ施設が林立している。カジノの客はほとんどがバン
コク方面からシャトルバスでやって来るタイ人。シエムリアプ滞在の外国人
も、とくに韓国人観光客はポイペトまで来るという。カジノ施設やホテルで
はマネージャークラスはタイ人、従業員・ディーラーはタイ語を話せるカン
ボジア人だという（地元ガイド）。
　カンボジアの出入国管理施設は外国人観光客に加えて一時許可証をもつタ
イ人とカンボジア人も多くいて、列が長く、また指紋を採るという手続きも
加わるので、入国審査を終えるのに30分ほどかかった。
　ポイペト国境ゲート周辺にはタクシー、トクトクの運転手の他に、バス会
社のスタッフも乗客獲得競争に参加していて、人数を集めてバスターミナル
へ無料シャトル便を運航していた。シャトル便で0分ほどのポイペトのバス
ターミナルに到着。
　ターミナルを発車したバスは客を集めるため、一旦国境ゲートまで引き返
し、ロータリーを一周したあと、市内をゆっくり進む。国境ゲートから数キ
ロほどの沿線にはタイからのトラックの貨物を積み替える積替え所やカンボ
ジアのトラックが駐車する駐車場がいくつも見られる。
　シエムリエプ方面の6号線へ分岐する49㎞地点のシソポンまでの5号線は
スムーズ。片側１車線だが舗装された路肩が広く、交通量がさほどでもない
ので、追い越しも可能。シソポンからバッタンバンへ向かう5号線の最初の
部分が拡幅工事中だった。既存の5号線は路肩が狭く、大型車のすれ違いや
追い越しには注意を要する。スピードを出すと車体が大きく揺れるので、路
面もかなり傷んでいるようだ。
　バッタンバンはカンボジアで第2の都市で、見どころが意外に多い。内戦
期にポルポト派が最後まで抵抗した地域だったが、近年は観光開発が進み、
ホテルやレストランが増え、外国人観光客が宿泊する価値のある街に発展し
ている。
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バッタンバン〜プノンペン（2013.6.13）
　バッタンバンのバス停からカンボジア大手のプノンペン・ソリア社のバス
に乗る。ここからプノンペンへの5号線も片側１車線で路肩が狭く、バイク
やスピードの遅い車両を追い越すためには反対側車線にはみ出さなければな
らない。車体が上下に揺れることが多いので、この区間も補修箇所が多いの
だと推測する。沿線の左右には、田植え前の、牛が草を食む田園風景が広が
る。
　プノンペンに近づくにつれ、交通量が増え、プノンペン手前の30㎞地点あ
たりで左手に中国が援助したプレクダム橋（トンレサップ川に架かる）が見
え、ここから部分的に5号線を片側2車線に拡幅工事中。漢字のみで書かれ
た看板を見たのでこれも中国による支援のようだ。
　プノンペン市街の手前2㎞ほどで、左手に、日本が援助したトンレサップ
川を6A号線へ渡す友好橋を過ぎる。このあたりから交通量が一気に増える。
市街の中央マーケット付近にあるバスターミナルに着くまでの最後の１㎞ほ
どに20分はかかった。
プノンペン（2013.8.30〜31）
　プノンペン鉄道駅とその周辺を視察した。駅ビルにはシャッターがおりて
いて、営業している雰囲気はない。カンボジア国鉄の運営を委託されている
豪州系のToll Holdings Ltdは、ここ数年は財政トラブルで運休していたが、
見た限りでは再開したのか不明。プノンペン駅から西方向への１つ目の駅の
周辺も見たが、線路沿いに多くの住居があり、列車がここを通過できるのか
と思うほど「生活線路」のような印象。
　カンボジア日本友好橋（国道６A号線）を視察して新しい発見が2つあっ
た。１つは、橋のすぐ北側に並行して、中国の援助と思われる新しい橋が中
国企業によって建設中。橋の交通量が増えすぎたので、「拡幅工事」という
ことだろう。もう１つは、橋の西側のたもとにあるプノンペン港のコンテナ
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ヤードが空っぽに近かったこと。国際河川物流の機能が新プノンペン港（後
述）へすべて移管したようだ。
プノンペン〜バベット・モクバイ国境〜ホーチミン〜ブンタウ（2011.5.7−8）
　借り上げ乗用車でプノンペン市街から目抜き通りのモニボン通りを南方向
へ進み、トンレサップ川を東へ渡って国道１号線に入る。片側１車線だが、
（当時）補修されたばかりの道路を順調に走行し、１時間20分ほどで、メコ
ン川に面するカンダル州ネアクルンに到着し、フェリーで対岸のプレイベン
州へ渡る。以降、国境までの１号線はすべて片側１車線で追い越しと牛の横
切りには注意が必要だが、道路状況は良好。25分ほどで東隣のスベイリエン
州の中心部を通過し、さらに30分ほどで、バベット国境から6㎞ほど手前の
マンハッタン特別経済区およびタイセン特別経済区が向かい合っている地点
に到達する。
　国境ゲートの手前１㎞ほどに左右に9軒ほどカジノ群が並ぶ。漢字名併記
のホテルも多く、中国人観光客もターゲットにしているようだ。見たところ、
客はカンボジア人とベトナム人が混じっているが、使用しているのはベトナ
ム・ドンの現金。
　国境の中立地帯は00mほどで、歩いて渡れる（写真）。出入国ともとくに
問題なくスムーズ。モクバイ側の国境ゲート近くの主な施設は免税店群で、
雨模様にも関わらず、ホーチミン方面から多数の買い物客がやってきていた。
　モクバイ国境からホーチミンへ向かう22号線は終始片道2車線以上で、交
通量はカンボジア側に比べて多いものの、舗装状況は良好。ただし、ホーチ
ミン市街地に近づくと渋滞が激しく、中心部へのアクセスにはかなり時間が
かかる。
　ホーチミン経済圏の対外貿易の物流を担ってきたサイゴン港（河川港）の
キャパシティ不足を補うため、バリアブンタウ省に開発されたカイメップ・
チーバイ港の利用拡大が期待されるが、現在、ホーチミン中心部からこの港
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へのアクセスは渋滞の激しい１号線を経由して5号線へ入るため、2時間ほ
どかかる。204年にホーチミン〜ロンタン高速道路が204年に部分開通（予
定）すれば、カイメップ・チーバイ港までの所要時間は１時間強に短縮され
る見込みだ（ジェトロ情報）。
ダウェイ・ブンタウ間の移動データ（204年2月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
タイ
ダウェイ〜テーキー国境 − 約50㎞ − −
プーナムロン国境〜バンコク ミニバス 約200㎞ 約３時間 67㎞/h
バンコク〜アランヤプラテート 公共バス 約250㎞ 約３時間半 7㎞/h
カンボジア
ポイペト〜シソポン 公共バス 49㎞ 約40分 73㎞/h
シソポン〜バッタンバン 公共バス 67㎞ 約１時間半 45㎞/h
バッタンバン〜プノンペン 公共バス 29㎞ 約6時間 49㎞/h
プノンペン〜ネアクルン 乗用車 66㎞ １時間20分 50㎞/h
メコン川渡河 フェリー − 0分 −
ネアクルン〜バベット 乗用車 03㎞ １時間40分 62㎞/h
ベトナム
モクバイ〜ホーチミン 乗用車 74㎞ １時間50分 40㎞/h
ホーチミン〜ブンタウ 公共バス 5㎞ 約３時間 38㎞/h
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9.南部沿岸回廊：バンコク−東部臨海地域−シハヌークビル−メコンデル
タ
経路：バンコク−高速（7号線）−チョンブリ−（３号線）−サタヒップ−ラ
ヨーン−チャンタブリ−トーラート−（38号線）−ハートレック・チャムジ
アム国境−コッコン−（48号線）−スレアンベル−（4号線）−シハヌークビル
−３号線−カンポット−（33号線）−ケップ−ハーティエン国境−（80号線）−
ラックジャー−（63号線）−カマウ−（１A号線）−ナムカン
　このルートのうち、実走し得たバンコク・シハヌークビル間とハーティエ
ン・ラックジャー間について報告する。また、ベトナムのメコンデルタとカ
ンボジアの間の代替回廊ルートについても報告する。
アランヤプラテート・ポイペト国境の特徴（203年6月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バスが頻繁
に往来。タイからはカジノ客、
カンボジアからは一時通行証
をもつ行商人、ロンクルア市
場関係者が多い。シエムリ
エップへ向かう外国人観光客
やタイの滞在ビザを更新しに
来る外国人旅行者も多い。
双方向にトラックの
越境可能だが、タイ
側からの流れが圧倒
的。カンボジア側か
らはリヤカーによる
ロンクルア市場向け
搬入が多い。少額貿
易盛ん。
アランヤプラテート側：広大
なロンクルア市場あり。
中立地帯：カジノ施設が0軒
ほど。
ポイペト側：国境前のロータ
リーにホテルやレストランが
集積。約2㎞以内にトラック
積み替え場が多数。
ポイペト国
境から北東
0㎞地点に
オーニアン
特別経済区
あり（入居
5社ほど）
バベット・モクバイ国境の特徴（20年5月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設 特別区等
双方向からの国際バ
スが頻繁に往来。大
半が一時通行証をも
つベトナム人とカン
ボジア人。
双 方 向 か ら ト
ラックの越境可
能だが、ベトナ
ム側からの流れ
が優勢。
バベット側：カジ
ノ施設が9軒。
モクバイ側：大規
模免税店が数軒あ
り。
バベット国境手前6㎞地点にマン
ハッタン特別経済区（入居9社から
増加中）およびタイセン特別経済区
（入居4社から増加中）。
モクバイ側に国境経済区あり。
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バンコク〜ラヨーン〜ハートレック・チャムジアム国境（2011.4.30）
　バンコク市内から借り上げ乗用車で出発。東部臨海工業地帯までのハイ
ウェイの走行環境は極めて良好。新空港を挟んで2ルートあるが、新しいバ
ンコック・チョンブリ・モーターウェイの方を走る。途中でシーラチャーの
町の東側を通過する。ラヨーンからトーラートを過ぎ、それまでの片側2車
線から１車線に変わり、海岸線に沿って東へ進む。
　カンボジア国境が近づくと武装警官のいる検問所を2カ所通過する。カン
ボジア側からの麻薬持ち込みを主にチェックしているらしい（運転手）。国
境手前では道路の拡幅工事が進められていた。
　道路状況は良好だが、バンコクから500㎞近い距離があるため、ハート
レック国境ゲートまで6時間以上かかった。
　国境ゲート手前には土産屋や商店が並ぶ。タイ側の出国は簡単に済み、徒
歩で00mほどの中立地帯を歩いてカンボジア側のチャムジアム国境ゲート
へ進む。この国境は昼間は静かだが、早朝の時間帯にリヤカーで貨物を運ぶ
行商人で賑わう（写真）。一時通行証をもったラオス人とタイ人による少額
貿易だ。タイから運ばれてくるマンゴスチンなどの果物類が目立った。ト
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ラックの往来も見られ、タイ側のトラックは国境から約2㎞先にあるトラッ
ク積替場でカンボジアのトラックへ積み替えられる。
　国境ゲートから200mほど入ったところにコッコン・リゾートホテルとい
うカジノホテルがある。オーナーは華僑系カンボジア人のリー・ヨン・パッ
ト氏（LYPグループ）でコッコンのビジネスの80%を独占していると言われ
る人物（地元ガイド）。ホテル客はほとんどタイ人でホテルとその周辺のリ
ゾート施設ではタイ・バーツが通用する。バンコク市内数か所からこのホテ
ルまでの無料カジノバスが運行している。
コッコン〜シハヌークビル（2011.5.1）
　カジノホテルから借り上げ乗用車で出発。国境から2㎞ほどに位置する
コッコン特別経済区（現代自動車や矢崎総業が入居）を過ぎ、さらに8㎞ほ
どでコッパオ川（海にすぐ出るので湾のよう）に架かるコッコン橋（長さ2
㎞）を渡るとコッコン市内に出る。
　コッコンから48号線を南東方向へ進む。4号線との分岐点（コッコンから
約70㎞）までは、舗装状況は良好だが、片側１車線で起伏が激しくカーブ
も多いのであまりスピードが出せない。この区間にタイ政府が援助した4本
の橋（いずれも2008年建設）を通過する。カンボジアの地形は全般に平地が
多いが、コッコン州にはクラバン山脈が走り、川や滝が多い。その水脈を利
用した中国援助による水力発電所がいくつかある。
　国道48号線から国道4号線へ入り、南へ進む。ここから起伏が少なくカー
ブも減って走りやすい。
　シハヌークビルからベトナム国境のハーティエンまでは実走しておらず、
以下、逆方向にベトナムのメコンデルタからハーティエンまで実走した状況
について報告する。
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ホーチミン〜カントー（2013.8.23）
　ホーチミン市街から0㎞ほどミェンタイ・バスターミナルから出発。カン
トーまでひたすら国道　A号線を進む。全線で片側2車線以上。舗装が傷ん
でいる箇所もあるが、概ねスムーズに走行。途中、ティエンザン省とビンロ
ン省を通過する。メコン川の下流は前江（ティエンジャン）と後江（ハウ
ジャン）に大きく枝分かれするが、前者に架かるミートゥアン大橋（2000年
完成）と後者に架かるカントー大橋（200年完成）のおかげで、ホーチミン
市とメコンデルタ間の陸路アクセスが以前と比べて飛躍的に改善している。
　水上マーケットで有名なカントーはメコンデルタにおける内陸水運のハブ
で、カントー川の船着き場からスピードボートが各地へ発着しており、遠く
はカマウ（カントーから直線距離で00㎞以上）まで結ぶ。貨物船も小型か
ら中型のものが発着している。道路網や架橋の増加でメコンデルタでも陸路
物流が増大しているとはいえ、内陸水運も健在だ。
　南部沿岸回廊の終点はカマウ省ナムカンだが、そこに至るにはカントーか
らソクチャン省、ハウザン省およびバクリュウ省を通過して230㎞ほどの行
程を走らなければならない。日程制約もあり、メコンデルタ経済の中心であ
るカントーと沿岸国境のハーティエンの間の物流を見ることでこの回廊の
見通しが得られると考え、カントーから北西方向へ、キエンザン省ラック
ジャーを経由して同省の沿岸国境町ハーティエンへ向かった。
　
カントー〜ラックジャー（2013.8.25）
　カントーのバスターミナルから出発。北西方向のチャウドックへ向かう9
号線を走る。片側１車線で、舗装状態は良くない。バイクなどの交通量が多
く、追い越し困難。カントーから約50㎞の地点で9号線から左折し、南西方
向へ走る80号線へ入り、さらに60㎞ほど走る。片側１車線のまま。北側に運
河が並行する。舗装状況は9号線よりも多少ましだが、傷んだ箇所は多く、
バスが頻繁に上下に揺れる。80号線はラックジャー郊外で右折し、タイ湾沿
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いに北西方向へ走る。ラックジャー郊外は片側2車線。ラックジャーはキエ
ンザン省の省都で経済規模はある程度ありそう。タイ湾に面した地域はホテ
ル街になっており、湾岸には多数の夕日が眺められるレストランが並ぶ。量
販店（マクロ）やショッピングセンターもある。
ラックジャー〜ハーティエン（2013.8.26）
　ラックジャー市内のバスターミナルから出発。ハーティエンまでは80号線
で北西方向に約90㎞。ラックジャー市街を出ると片側１車線。バスやトラッ
クの交通量は比較的多い。道路は傷んだ箇所が多く、とくに無数の水路を越
える小さな橋の前後ではバスが大きく揺れる。ここも80号線に並行して南北
に運河がずっと続く。最後の20㎞ほどの地点で80号線は運河と離れ、このあ
たりから左右に田園風景が増える。エビの養殖場も多く見える。
　ハーティエンはのんびりした雰囲気の漁業町。水産物専用のマーケットも
ある。ハーティエンの沿岸から西方向に45㎞ほどにビーチリゾートのフー
コック島があり、そこまでスピードボートが出ている。
　カンボジアとの国境はハーティエン市街から北に0㎞ほどの地点。ここか
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ら越境はしなかったが、１時間ほどハーティエン国境ゲート周辺を観察した。
ベトナム側の国境施設は南部回廊沿いのモクバイと比べると質素なもの。中
立地帯は数百メートルほどあり、向こう側にかすかにカンボジア側国境ゲー
トが見える。物流は少なく、大型トラックやトレーラーの往来は皆無。国際
バスも見かけなかった。ゲートを通過する車両は大半がバイクと自転車（写
真）。小型トラックがベトナム側から2台、カンボジア側から１台通ったが、
積荷はほとんどなかった。バイクに乗せた小口荷物は比較的頻繁に往来して
いる。
ハーティエン〜ロンスエン〜チャウドック（2013.8.27〜28）
　キエンザン省の東隣のアンザン省にはメコンデルタからカンボジアへ抜け
るいくつかの国境があり、それら国境の拠点となるチャウドックへ、省都の
ロンスエン経由で向かった。
　ハーティエンのバスターミナルを発車し、80号線をラックジャー方向へ引
き返す。ハーティエンから27㎞地点のキエンルオンの町が比較的大きい内陸
水運の要衝の１つで、セメント工場もある。キエンルオンから7㎞ほどで、
80号線から東方向へ折れ、地図では確認できない運河沿いの道路を進む。運
河の利用度は高く、様々な船舶が往来している。道路のほうは途中で工事中
の箇所が多く、スピードが落ちる。かなりの悪路で、バスやトラックなどの
交通量が結構あり、大型車両同士のすれ違いには運転手が細心の注意を払う。
　ローカル道が9号線に突き当り、ここから左折して46㎞行けばチャウドッ
ク、右折して2㎞行けばロンスエン。バスは右折して南東方向へ向かう。こ
こからロンスエン市街まで、片側2車線の大通り。東側にハウジャン（「後
江」のベトナム語読み、「前江」はティエンジャン）が流れていて、水産加
工工場と思われるAGIFISHという看板の工場を数か所見かけた。
　ロンスエンの中心部は省都らしく、ホテルや商店街で賑やか。大きなマー
ケットがあり、その周りの路地には露店マーケットが広がる。野菜専用の屋
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外市場があり、ここには後江を船で買い付けにきた客が途絶えない。
　ロンスエンからチャウドックまでは56㎞の行程に所要時間１時間余りで到
着し、メコンデルタで利用したバスのなかでは最速だった。道路状況が良好
だったこと、工事中の箇所がまったくなかったことなどが原因だろう。
　チャウドックもロンスエンと同様、後江沿いに発達した町で、後江から枝
分かれした運河が庶民の生活の足となっている。その中心部の市場は碁盤の
目状に広がっている。
チャウドック〜ティンビエン（2013.8.28）
　チャウドック市街からバイクタクシーで出発し、南西25㎞地点に位置する
ティンビエン（Tinh Bien）国境まで往復した。郊外の途中までは中央分離
帯付きの片側１車線で、その後は中央分離帯なしの片側１車線となる。以前
は田園だった郊外は、近年は富裕層がやってきて道路沿いの土地を買い漁り、
商業施設に投資しているらしい。ティンビエン近くの2㎞ほどの区間が未舗
装の砂利道だが、それ以外は舗装道路で傷みは少ない。国境ゲートまであと
１㎞ほどの地点に、2年前に完成したという国境運河を渡す橋があり、この
橋のおかげで、この陸路ルートを越境バスでチャウドックからプノンペンま
で３時間で行けるという（運転手兼ガイド）。
　国境ゲート手前の拡幅工事中のもう１つの橋を渡る。その手前にTinh 
Bien Trade Zoneという区域があり、そのなかに免税スーパーも入っている。
しかし、このゾーンは完成して間もないようで、人影はなかった。
　国境ゲート付近に出入国管理ビルや税関施設らしきものは見られず（写
真）、まだ国境インフラを整備途上という印象。ゲートの係官によると、中
立地帯は約50mだとう。
　ハーティエン国境よりはるかに物流量が多く、0分ほどゲートを観察した
だけでもベトナム側から荷物満載のバイクや貨物トラックがカンボジア方向
へ通過するのを見た。この国境は、カンボジア側の国道2号線に直結してそ
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のままプノンペンまで20㎞ほどでつながるので、陸路物流が拡大する余地
が大きいだろう。
チャウドック〜ロンビン（2013.8.29）
　アンザン省のロンビン（Long Binh）という、もう１つの陸路国境を視察
した。チャウドック市街からバイクタクシーで出発し、後江を東へ渡す比較
的大きい橋を渡る。渡ってすぐ左手にモスクを2軒見る。後江の東側にはム
スリムのチャム族が多数住んでいるそうだ（運転手兼ガイド）。
　国境への途中に、比較的大きな町が2つあってその近辺は交通量が多いが、
それ以外は比較的スムーズに走行。全線を通じて路面の舗装状況は良好。国
境から向かってくる大型トラックやバスとかなり頻繁にすれ違う。
　国境の運河を北へ渡るとカンボジア領。何カ所か船着き場があって、フェ
リーが頻繁に往来している。ただし、ここはベトナム人とカンボジア人だけ
しか往来できない。カンボジア方向の中立地帯にはカジノが2軒あるそうで、
ベトナム人の富裕層が長期滞在できる宿泊施設もあるそうだ（運転手兼ガイ
ド）。市場近くには、カンボジアから輸入されたアンコールビールを扱う商
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店を見かけた。この国境からカンボジア側に入ると30号線につながり、プノ
ンペンまで00㎞足らずなので、ここの物流もある程度大きいのは理解でき
る。
チャウドック〜ソンティエン・カームサムナー国境〜プノンペン（2013.8.30）
　チャウドック市街を流れる後江の船着き場から、6人乗りほどのスピード
ボートで出航。ボートはチャウドックの中心部から真東の方向へ延びる運河
を進む。運河から前江に出て左折し、北上する。左手の岸にはトウモロコシ
畑が広がる。水牛を使った農作業風景が見られ、のどかな雰囲気。
　ベトナム側の水上イミグレ施設に到着（写真）し、出国手続きの間、乗客
全員この施設に上陸し、待合室で待つ。出国手続きを終え、再出航。ほんの
数百メートル上流に位置するカンボジア側の国境施設に到着して上陸。普通
の村の一画にあり、のんびりとした雰囲気だ。以上の出入国手続きに約１時
間かかったが、思たよりスムーズだった。
　全員入国手続きを終えて再出航。カンボジア領内に入っても、川沿いの風
景はさほど変わらず、トウモロコシ畑、バナナ園などが見られる。人々のメ
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コン川の恵みを利用したのどかな生活風景がみられる。後半から牛の放牧が
頻繁に見られるようになる。
　チャウドックを出航して約３時間半後、ネアクルンのフェリー船着き場を
通過。この地点で上陸して１号線を車で行けば、プノンペン市内まで１時間
ほどで着く（20年の経験）のだろうが、ボートだと2時間前後かかる。
　フェリー乗り場の１〜2㎞上流で、日本の援助でメコン架橋工事中の箇所
を通過。20年視察時にはまだ起工していない状態だったが、現在は、西側
のアクセス道路は半分ほど完成し、東側は橋桁が何本も建っている。川の中
央はまだこれからというところ。
　プノンペン市街から25㎞地点のコンテナヤードに大型船が数隻接岸してい
る（写真）。これが中国の援助で最近完成した20ha規模の新プノンペン港だ。
前述の旧プノンペン港の物流がこちらへ転換されているようだ。
　実質5時間ほどボートに乗っている間に、目撃した貨物船の数は2〜3隻、
大型客船１隻、スピードボート2隻、各種フェリー0隻ほど、そして地元住
民が住居兼輸送用で使う木造船は20隻くらいか。
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バンコク・ナムカン間の移動データ（203年8月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
タイ
バンコク〜ラヨーン 乗用車 29㎞ 2時間40分 82㎞/h
ラヨーン〜ハートレック 乗用車 267㎞ ３時間40分 73㎞/h
カンボジア
コッコン〜シハヌークビル 乗用車 268㎞ 4時間40分 57㎞/h
シハヌークビル〜カンポット − 約0㎞ 推定2時間 （55㎞/h）
カンポット〜ベトナム国境 − 約40㎞ − −
ベトナム
ハーティエン〜ラックジャー 公共バス 約90㎞ 2時間 45㎞/h
ラックジャー〜カマウ − 33㎞ − −
カマウ〜ナムカン − 52㎞ − −
注：バンコク・シハヌークビル間は20年5月視察による。シハヌークビル・カンポット間は2
次情報による推定。
その他移動データ（203年8月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ベトナム
ホーチミン〜カントー 公共バス 約50㎞ 約３時間 50㎞/h
カントー〜ラックジャー 公共バス 約0㎞ 2時間45分 40㎞/h
ハーティエン〜ロンスエン 公共バス 約20㎞ ３時間20分 36㎞/h
ロンスエン〜チャウドック 公共バス 56㎞ １時間5分 50㎞/h
チャウドック〜ティンビエン バイクタクシー 25㎞ 45分 33㎞/h
チャウドック〜ロンビン バイクタクシー 32㎞ 55分 36㎞/h
チャウドック〜ソンティエン スピードボート 約40㎞ １時間5分 32㎞/h
カンボジア カームサムナー〜プノンペン スピードボート 約90㎞ ３時間40分 25㎞/h
ハートレック・チャムジアム国境の特徴（20年5月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
一時通行証をも
つタイ人とラオ
ス人の往来があ
る程度あり。
少額貿易が
ある程度あ
り。
ハートレック側：ゲート前に商店群あり。
チャムジアム側：ゲートそばにカジノホテルと
リゾート。
約2㎞にトラック積み替え場あり。ゲートから
0㎞でコッコン市街。
チャムジアム国
境から2㎞ほど
にコッコン特別
経済区。
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10.北部回廊：ザガイン管区インド国境−シャン州−昆明−防城港
経路：タム （ーインド国境）−シュウェボ−ザガイン管区−マンダレ （ー以上
ハーティエン国境の特徴（203年8月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
渡航者の流れはま
ばら。一時通行証
をもつベトナム人
が多少。
トラックの往来はほと
んど見られない。バイ
クによる少額貿易はま
あまあ盛ん。
ハーティエン側：国境施設以外はレスト
ラン１軒程度。
カンボジア側：確認できず。
特に確認
できず。
ティンビエン国境の特徴（203年8月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
双方向からの流れ
盛ん。一時通行証
をもつベトナム人
およびカンボジア
人だと思われる。
双方向にトラックの越
境可能。ベトナム側か
らのトラックが優勢。
バイクによる少額貿易
も盛ん。
ベトナム側：国境ゲート手前に国境貿易
区・免税スーパーあり。１㎞ほどでティ
ンビエンの中心部で比較的大きいマー
ケットあり。
カンボジア側：確認できず。
特に確認
できず。
ロンビン国境の特徴（203年8月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
双方向から渡し船による往来
が盛ん。一時通行証をもつベ
トナム人およびカンボジア人
だと思われる。
渡し船によ
る少額貿易
が盛ん。
ベトナム側：国境ゲート付近がロンビン
市街でマーケットもあり。
カンボジア側：運河を渡ったところにカ
ジノ2軒あり。
特に確認
できず。
ソンティエン・カームサムナー国境の特徴（203年8月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
国際ボートに
よる外国人観
光客が大半。
越境する貨物
船の流れは確
認できず。
ベトナム側：国境施設がメコン川水上。陸側にできた
新しい国境ゲートの向こうの中立地帯にカジノ施設あ
り。
カンボジア側：国境施設が村の一画に設置。
特に確認
できず
−8−
３号線）−ラーショー−（34号線）−ムセ・瑞麗国境−芒市−保山−大理−楚
雄−昆明（以上320号線「杭瑞高速」）−曲靖−（324号線）−（省越え）−隆林−
（324号線）−百色−南寧−（325号線）−欽州−（28号線/22号線）−防城港
　このルートのうち、マンダレー以東の部分について報告する。
マンダレー〜ピンウールィン〜ティーボー〜ラーショー（2012.3.23〜25）
　マンダレー市街から乗り合いピックアップトラック（ソンテウ）で出発。
市街内外のいたるところで乗客と荷物を追加して常に満載状態を保つように
して走る。英領時代に避暑地として発展した標高00mのピンウールィンま
で、登り坂が多いが、舗装状態は良好。ピンウールィン（英領時代の旧名メ
イミョー）は小さな町で、観光以外これといった産業はない。
　ピンウールィン駅から鉄道列車を利用した。バスを利用した方が所要時間
は短いが、こことティーボー駅の間にあるゴッティ鉄橋を見るためだった。
ファーストクラスの車両に乗ったが、ファーストクラスといっても普通クラ
スの木製座席に薄いクッションがついただけ。ティーボーまでの停車駅は約
0駅。線路も車両も骨董品なみに古く、木製の枕木が老朽化していてレール
があちこちゆがんでいるのであろう、横揺れに加えて縦揺れがすごい。窓ガ
ラスがないので、線路ぎわに生い茂る雑木の枝が車窓に飛び込んできて顔や
手にあたる。この鉄道および幹線道路に並行して中国支援の石油・ガスパイ
プラインが（当時）建設中で、敷設工事の風景があちこちに見られた。
　ティーボー（英領時代の旧名シーポー）は人口３万人ほどの小さな町で、
トレッキングや少数民族ツアーの拠点のようだ。町の中心部は徒歩で回れる
規模だが、早朝の青果マーケットはなかなか賑わっていた。ティーボーから
は借り上げタクシーでラーショーへ向かった。バスなら2時間以上かかると
ころ、90分ほどでラーョーの市街地に到達。この部分の道路は舗装状況が良
く、険しい山道はなかった。峠越えが大変なのはピンウールィンとマンダ
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レーの間だ。
　ラーショーは中心地の広がりとマーケットの規模からみて、人口規模は0
〜20万はありそうだ。市街は坂が多い盆地。夕方以降は、モスクを取り囲む
ようにナイト・マーケットが賑やかで、雑多な商品を売る屋台点が並ぶ。一
般商店は家電製品から玩具まで中国製品であふれている。
　ラーショーからマンダレーへの帰りはバスを利用した。エアコンなしで途
中2回休憩。鉄道よりは速いが、山道でスピードが落ちたので、予想より時
間がかかった。
ラーショー〜ムセ
　ジェトロが203年月に実走した情報によると、ラーショー・ムセ間の舗
装状況はミャンマーの一般的な国道とそれほど変わらず、片側2車線が確保
されている区間も多い。ただし、つづら折りの山道があり、ガードレールや
路肩の整備が不十分だという。ムセ市街から約9キロ手前にある通称「05
マイル」のチェックポイントまでの約40キロ間にアジアワールド社（この
ルートの道路を建設した）の料金所が5ヵ所ほどある。走行している車両は
大型トラックがほとんどで、ミャンマー側からはスイカを満載したトラック、
中国側からは日用品とみられる貨物を積んだトラックが多いとのこと。ム
セ・ヤンゴン間の直行バスもあるが、ミャンマー人のみ乗車可能で所要約8
時間とのこと。
　
昆明〜大理〜瑞麗（2012.9.10〜11）
　昆明から、借り上げ乗用車で瑞麗まで往復した。昆明から大理まで約350
㎞。「杭瑞高速」は大理までは片道2〜３車線のよく整備された舗装道路で、
高速走行が可能。途中、交通事故のため全車線ストップして、動き出すまで
に１時間40分ほど待つというアクシデントがあったが、それ以外は順調に走
行し、大理の古城に到着した。大理は、洱海と呼ばれる大きな湖と、蒼山と
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いう4000m級の連山に挟まれた風光明媚な都市で、外国人観光客も多い。
　大理から瑞麗への高速道路も片道2車線で山間を緩やかなカーブが続く。
多少舗装が痛んでいる箇所があるが、走行に問題なし。徐々にトンネルが多
くなり、登り坂が増えてくるとスピードが落ちる。途中、保山（バオシャ
ン）を過ぎる。保山は広い盆地で空港もある。保山を過ぎると高速道路は再
び山間を縫うように走り、トンネルやダムなどが見られる。
　瑞麗から約50㎞手前で高速道路が終了し、一般道の国道320号線になる。
龍陵という町を通り過ぎるまでは道路が傷んでいるところがあるが、そこを
過ぎると、道路状況は良好。
　瑞麗から07㎞地点の芒市（マンシ）に入ると平らな地形が広がり、320号
線が片側３車線の「机場大道」という広い舗装道路に変わり、5〜6㎞進む。
この部分に芒市空港が平行しており、帰りはこの空港から昆明へ戻った。芒
市境界を出る手前の１㎞ほどは片道３車線に拡幅中の穴だらけの砂利道だっ
たが、その後は舗装された片側１車線の道路になる。しかし、坂道とカーブ
が多いので、遅いトラックに道を塞がれてスピードが上がらない。瑞麗に近
づくにつれ、交通量が増え、スピードが落ちる。最後の00㎞ほどに３時間
近くかかり、この行程のなかでは最も走行が困難であった。
瑞麗および姐告国境貿易区（2012.9.11〜12）
　人口が万人という瑞麗は、主要道路が碁盤の目のように交差する、歴史
が浅い計画都市という印象。繁華街はにぎやかで、ファッション専門店や通
信機器の専門店が並ぶ通りがあり、その一角が「瑞麗珠宝街」と呼ばれ、多
数の翡翠および宝石店が並ぶ。
　瑞麗市街から、ミャンマーとの国境をなす瑞麗江にかかる姐告大橋を渡る
と姐告国境貿易区。この3.4㎢の区域だけがミャンマーの領土から区切りと
られたような国境の線引きになっている。車で30分もあれば同区を一周でき
る。ミャンマーのトラックは同区まで無税で進入することができる。中国の
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トラックは姐告大橋の手前に設置された、通関と検疫を行なう瑞麗合同検問
所を通過すると輸出扱いとなる。
　同区には３つの国境ゲートがある。第１に、姐告大橋を渡ってまっすぐ突
き当り（国道320号の終点）に徒歩での一般渡航者用の出入国管理ビルがあ
る。以前はカジノ客が一時通行証で越境できたようだが、今はパスポートと
ビザが必要だという。一方、ゲートから中国側に出てくるミャンマー人は一
時通行証で入国していた。この第１ゲートの左右には免税店や翡翠デパート、
ホテルなどが並んでいる。
　第2に、第１ゲートの北側に「辺民通道」というゲートがあり、一般車両
の通過が可能となっている。ここからは両国の近隣の「辺民」同士が一時通
行証で出入りしている。第３に、最も賑やかなのが、第2ゲートと真反対の
南側にある「貨物通道」というゲートで、中国側からもミャンマー側からも
トラックが盛んに出入りしている（写真）。中国側からミャンマーへ入るト
ラックのほうが多く、中国側の出超状態だった。
−85−
ムセ国境貿易区
　ジェトロの203年月の視察情報によると、ミャンマー側のムセも、姐告
と同様の「境内関外」の仕組みを採用している。マンダレー方面からの貨物
トラックはムセ郊外にある通称「05マイル」と呼ばれるチェックポイント
で検問、通関手続きを受ける必要がある。ここから先が2006年にミャンマー
政府により指定されたムセ国境貿易区（約300㎢）で、ミャンマー国内から
運ばれた物資は同区内では輸出品として扱われ、逆に中国からの物資は、同
区内では輸入品とは見なされず、チェックポイントで輸入品扱いになる。第
三国人の同貿易区への入域は、事前の許可取得が必要となる。上述の姐告の
３ゲートに対応するのが、ムセでは一般旅行客用（歩行か二輪車）「パレス
ゲート」、一般旅行客用（乗用車）「エレファントゲート」そして、貨物ト
ラック用「Man Winゲート」となっている。
南寧〜昆明（2013.5.1〜２）
　南寧・昆明間の長距離バスが運行されているかどうか不明だったので、地
元の人々が通常利用しているという夜行寝台列車を利用した。南寧駅、昆明
駅ともに発着便が多く、混み合っていた。車内は１コンパートメントに３段
ベッドがペアで計6ベッドという造りだ。通路が60㎝くらいの幅しかなく狭
い。ある程度疲れをとるくらいは眠れた。乗り心地は快適とは言えなかった
が長い距離を一気にカバーし、思ったよりもスピードが出ていた。南寧・昆
明間は高速道路もほぼ完成しているようだが、それを利用したとしても2〜
3時間かかるようだから、中国国内の長距離旅客輸送において鉄道はある程
度競争力があるということだろう。
南寧〜欽州〜防城港（2013.4.27〜28）
　南寧の琅東バスターミナル（市街から東へ5〜20㎞）から出発。欽州まで
54㎞。高速道路は片側３車線だが、あちこちで補修工事をしていて車線制
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限箇所が多い。舗装が多少古くなっているのであろうか、凹凸のある箇所が
多い。沿線は小高い丘が多い地形だが、丘の斜面をあちこち削ってまっすぐ
なルートにしている。
　欽州から防城港まで63㎞。片側2車線。ところどころアスファルトを補修
中だが、おおむね路面状況は良好。港湾区の幹線道路は片側３〜4車線の新
しい道路で、沿線はコンドミニアムの建設ラッシュの様相だった。
ムセ・瑞麗（姐告）国境の特徴（202年9月時点）
ヒトの流れ モノの流れ 国境周辺施設
工業団地
・特別区
第１ゲート
の往来はま
ばら。ミャ
ンマー人の
往来のほう
がやや多い。
第2ゲートでは一時通
行証をもつミャンマー
人の往来が盛ん。第３
ゲートではトラックの
往来が盛ん。中国側か
らの流れのほうが多い。
中国側：第１ゲート付近に免税店、土
産物店、ホテルなどが集積。姐告大橋
の手前に通関と検疫の合同検査所。
ムセ側：6行政機関が一元化された
「国境貿易事務所」でワンストップ
サービスが提供
姐告全体が国境貿
易区。
ムセの国境手前9
㎞の「05マイル」
地点から国境貿易
区
（注）ムセ側情報は203年月のジェトロ視察情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マンダレー・防城港間の移動データ（202年３月〜203年4月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ミャンマー
マンダレー〜ピンウールィン ソンテウ 69㎞ 約３時間 23㎞/h
ピンウールィン〜ティーボー 鉄道 42㎞ 約6時間 24㎞/h
ティーボー〜ラーショー タクシー 67㎞ １時間30分 45㎞/h
マンダレー〜ラーショー 公共バス 278㎞ 約8時間半 33㎞/h
ラーショー〜ムセ 乗用車 83㎞ 5時間35分 33㎞/h
雲南省
瑞麗〜大理 乗用車 472㎞ 7時間30分 65㎞/h
大理〜昆明 乗用車 372㎞ 4時間20分 86㎞/h
昆明〜南寧 鉄道 828㎞ 2時間45分 65㎞/h
広西自治区 南寧〜欽州 公共バス 54㎞ １時間45分 88㎞/h
欽州〜防城港 公共バス 63㎞ 53分 70㎞/h
　　注：ラーショー・ムセ間は2009年３月のジェトロ視察情報。
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11.西部回廊：ヤンゴン−ネピドー−ザガイン管区インド国境
経路：モーラミャイン−（8号線）−ヤンゴン（１号線）−ネピドー−メイ
ティーラ−（4号線）−マグウェイ管区−ザガイン管区−タム （ーインド国境）
　このルートのうち、実走しえたモーラミャイン・メイティーラ間について
報告する。
モーラミャイン〜ヤンゴン（2012.3.30）
　モーラミャインのバスターミナルから20時発の夜行バスに乗り、翌朝 ３：
40にヤンゴン郊外のアウンミンガラー・バスターミナルに到着した。この区
間は片側１車線で道路の幅は狭いが舗装状況は比較的良好。街灯がほとんど
ない道中の夜間走行なのでスピードを落としたことを考えれば、日中であれ
ばこの区間は正味6時間ほどで走破可能だろう。
ヤンゴン〜ネピドー（2013.5.24）
　アウンミンガラー・バスターミナルから大型バスで出発。ターミナル内
に停車しているのは、「那須高原観光」、「長沼観光」、「中部観光」、「静鉄」、
「JR関東」など、日本の中古バスが多い。駐車場が未舗装なので、雨期には
足元が悪くなる。
　出発後１時間足らずは片側１車線だが、幅は広く、路肩も未舗装ながら幅
が広いので、追い越し可能。その後有料道路に入ると央分離帯のある片側2
車線のハイウェイだが、大半がコンクリート舗装。大型バスではわからな
かったが、乗用車で走ると凹凸が激しいという。ヤンゴンから200㎞ほどの
地点にサービスエリアがあり、すべての長距離バスはここで食事休憩をとっ
ているようだ。その後50㎞、１時間半ほどでネピドーに到着。
　新しい都市だけあって、建設中の道路や建物が多い。しかし、ホテルゾー
ンと官庁区域は0㎞くらい離れており、各役所間の距離も数キロずつ離れて
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いる。公共輸送手段がタクシーしかないので、移動は不便だ。国会議事堂へ
至る20車線（片側0車線）の道路には驚いた。東方向に延びる4車線の道路
は数キロにわたってまっすぐ伸びているので、有事に滑走路として十分機能
しそうだ。
ネピドー〜タウンヂー（2013.5.26〜27）
　ネピドー市内のミョーマ・マーケットからタウンヂー行き8時発の夜行バ
スを利用した。途中、ネピドー郊外のボウガッティ・バスターミナルで30分
ほど停車。広い敷地が何区画かに分かれていて、ヤンゴンのアウンミンガ
ラー・バスターミナルの敷地より広そうで、駐車場が舗装されている。
　バスはてっきりヤンゴン・マンダレー間のハイウェイに戻るものと思って
いたが、ずっと片側１車線在来道路を走った。路面はかなり凹凸がある印象。
夜間で、すれ違う車輛はビームを使っていて、すれ違いや追い越しが危険。
対抗１車線くらいの狭い部分も多く、そこではすれ違うときに、対向車両の
どちらかが未舗装の路肩に半分突っ込まなければならず、段差がけっこうあ
るので、横転の危険もある。
　23時ごろ、大きなカーブを右折して、カーブの登りの山道（4号線）に
入ったが、その分岐点がメイッティーラ付近だった。
　日が変わって１時半頃、眠っているときにバスが停車して車内が明るく
なったと思うと、沿線のレストランでの食事休憩（2回目）。標高が高く、
肌寒い。2時半ごろ、インレー湖方面への分岐点であるシュウェニャウンの
町を通過。３時0分ごろ、終点のタウンヂー郊外にあるアエタヤー・バス
ターミナルに到着。そこからタウンジーの市街まで数人でタクシーに乗り合
わせ、山道を20分ほど登った。インレー湖の北東30㎞、標高430mにあるタ
ウンジーはシャン州の州都で、市街には大きなマーケットがあり、シャン族
の民族衣装を着た人たちの姿も見られる。
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モーラミャイン・メイティーラ間の移動データ
（202年３月〜203年5月時点）
国 区　　　間 移動手段 距　離 実質走行時間 平均速度
ミャンマー
モーラミャイン〜ヤンゴン 公共バス 約300㎞ 約6時間 50㎞/h
ヤンゴン〜ネピドー 公共バス 約350㎞ 約4時間 88㎞/h
ネピドー〜メイティーラ 公共バス 約50㎞ 約３時間半 43㎞/h
　　注：ネピドー・メイティーラ間はネピドー・タウンジー間の移動から推定。
